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一
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
流
布
と
概
況

『
平
番
得
勝
図
巻
』（
明
代
、
作
者
不
詳
）
は
、
万
暦
三
年
前
後
、
明
政
府
が
陝

西
・
甘
粛
・
寧
夏
な
ど
の
地
域
で
、「
番
族
」
の
騒
擾
を
鎮
圧
す
る
様
子
を
描
い
た

歴
史
絵
巻
で
あ
る
。
図
巻
は
、『
明
史
』
お
よ
び
関
連
地
域
の
地
方
志
の
記
載
内
容

を
実
際
に
描
き
出
し
、
出
兵
か
ら
戦
闘
・
賞
功
に
い
た
る
ま
で
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
生

き
生
き
と
表
現
し
て
い
る
。
気
宇
壮
大
で
、
構
造
が
複
雑
で
あ
り
な
が
ら
鮮
明
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
。
中
国
絵
画
史
上
、
非
常
に
得
が
た
い
、
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し

た
優
れ
た
作
品
で
あ
り
、
同
じ
明
代
の
「
抗
倭
図
巻

（
（
（

」
と
並
ん
で
、
中
国
絵
画
史
を

研
究
す
る
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
、
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
か
ら
明
代
絵

画
と
社
会
政
治
と
の
関
連
性
や
、
そ
の
社
会
的
機
能
と
、
明
代
に
お
け
る
戦
功
の
記

録
と
事
実
の
記
録
の
作
成
手
法
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

元
北
洋
政
府
代
理
国
務
総
理
で
、
中
国
営
造
学
社
の
社
長
で
あ
っ
た
朱
啓
鈐

（
（
（

が
、

一
九
三
一
年
に
『
平
番
得
勝
図
巻
』
に
付
し
た
跋
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
の
暮
、

張
新
梧

（
（
（

と
い
う
コ
レ
ク
タ
ー
が
「
巻
物
一
本
を
持
参
し
て
見
せ
、
旧
家
の
も
の
の
一

つ
だ
と
い
う
」「
前
欠
で
、
題
字
も
跋
も
な
い
」「
初
め
は
そ
の
由
来
を
詳
し
く
知
ら

な
か
っ
た
。
新
梧
が
次
々
と
犀
の
角
や
ら
鼈
甲
の
切
れ
な
ど
を
持
っ
て
き
て
、
こ
れ

ら
も
同
じ
人
か
ら
得
た
も
の
だ
と
い
う
。
私
は
こ
れ
を
不
審
に
思
い
、
そ
の
出
所
を

尋
ね
よ
う
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
、
李
岐
陽
王
家
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
と
知
っ
た
。
新

梧
を
介
し
て
末
裔
の
国
寿
兄
弟
ら
と
知
り
合
い
、
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
文
物
を
尽
く

窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
図
巻
は
実
に
そ
の
な
か
で
一
番
大
事
な
も
の
で
あ
っ

た
」、
そ
こ
で
「
従
弟
の
瞿
兌
之
に
詳
し
く
考
証
す
る
よ
う
依
頼
」
し
た
と
い
う
。

一
九
三
二
年
一
月
一
八
日
、
瞿
宣
頴
（
兌
之

（
（
（

）
は
、
図
巻
の
考
証
を
終
え
、
あ
わ
せ

て
北
平
補
書
堂
の
自
宅
で
題
記
を
書
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
加
え
、
朱
啓
鈐
が
創
設
し
た
北
平
古
物
陳
列
所
が
、
の
ち
に

故
宮
博
物
院
に
合
併
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
併
せ
る
と
、
故
宮
印
刷
所
が
一
九
三
二
年

に
コ
ロ
タ
イ
プ
で
精
製
印
刷
し
た
『
岐
陽
世
家
文
物
図
像
冊
』（
三
七
cm
×
二
六
・

三
cm
）
の
作
成
に
朱
啓
鈐
が
助
力
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
図
録
に
は
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
平
番
得
勝

図
巻
』
が
公
開
さ
れ
た
は
じ
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
国
営
造
学
社
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
『
岐
陽
世
家
文
物
考
述
』
が
一
九
三
二
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
、
な
か
に
朱
啓

鈐
の
「
平
番
得
勝
図
跋
」、
瞿
宣
頴
の
「
平
番
得
勝
図
考
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の

「
跋
」
と
「
考
」
は
、
図
巻
中
の
跋
語
と
、
文
字
の
異
同
が
少
し
あ
る
だ
け
で
、
基

本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

推
測
に
な
る
が
も
と
も
と
岐
陽
王
李
文
忠

（
（
（

の
「
裔
孫
」
で
あ
る
「
国
寿
兄
弟
」、

あ
る
い
は
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
張
新
梧
が
所
有
し
て
い
た
こ
れ
ら
世
家
（
名
門
）

の
文
物
は
、
朱
啓
鈐
に
「
尽
く
窺
わ
れ
た
」
後
に
、
こ
と
ご
と
く
朱
啓
鈐
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
一
九
五
〇
年
、
朱
は
自
分
の
大

事
に
し
て
き
た
明
岐
陽
王
世
家
文
物
五
六
点
を
故
宮
博
物
院
に
寄
贈
し
、
文
化
部
は

褒
状
を
発
行
し
て
こ
れ
を
表
彰
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
、
当
該
図
巻

は
故
宮
博
物
院
か
ら
中
国
歴
史
博
物
館
（
現
・
中
国
国
家
博
物
館
）
に
移
管
さ
れ
た
。

『
平
番
得
勝
図
巻
』
は
現
在
二
段
に
分
け
ら
れ
、
絹
本
着
色
で
あ
る
。
瞿
宣
頴
「
平

「
標
題
」
か
ら
『
平
番
得
勝
図
巻
』
を
読
む

陳　
　
　
　
　

履　
　

生
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番
得
勝
図
考
」
の
記
述
に
よ
る
と
、
縦
は
一
尺
三
寸
五
分
、
横
は
二
丈
一
尺
で
あ
る

が
、
現
在
館
で
測
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
縦
四
三
・
八
セ
ン
チ
、
横
九
七
二
・
二
セ
ン

チ
で
あ
る
。
画
面
に
は
作
者
名
も
印
鑑
も
な
い
。
二
段
の
間
の
空
白
に
「
野
雲
過
眼
」

の
印
章
が
あ
り
、
図
巻
の
末
尾
に
収
蔵
印
が
二
つ
押
さ
れ
て
い
る
。
引
首
に
徐
世

昌
（
（
（

に
よ
る
「
岐
陽
世
沢
」
の
題
が
あ
り
、
最
後
に
朱
啓
鈐
・
瞿
宣
頴
に
よ
る
二
編
の

跋
が
付
せ
ら
れ
る
。
図
巻
の
完
成
か
ら
朱
啓
鈐
が
見
る
ま
で
約
三
百
余
年
、
こ
の
間

の
伝
来
状
況
に
つ
い
て
語
る
文
字
資
料
は
一
切
な
い
。
誰
が
誰
に
依
頼
さ
れ
て
、
何

の
た
め
に
作
成
し
て
、
何
故
、
そ
し
て
い
つ
岐
陽
王
の
末
裔
の
家
に
入
っ
た
の
か（

（
（

、

す
べ
て
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

同
時
代
の
歴
史
画
と
異
な
り
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
画
面
に
は
非
常
に
目
立
つ

二
七
の
標
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
標
題
の
位
置
は
画
面
の
内
容
に
よ
っ
て
違
い
、
長

さ
も
異
な
る
が
、
絵
の
解
読
の
た
め
に
も
っ
と
も
直
接
的
な
根
拠
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
こ
れ
ら
の
標
題
を
通
し
て
、
画
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
歴
史
的
な
内
容
が
わ
か

り
、
絵
自
体
の
歴
史
的
価
値
を
深
く
認
識
で
き
、
題
字
や
跋
が
な
い
と
い
う
欠
陥
を

補
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
標
題
の
由
来
と
役
割

一
般
に
、「
標
題
」
は
漢
代
の
絵
画
（
画
像
磚
を
含
む
）
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、

青
銅
器
の
銘
文
、
陶
器

（
（
（

の
表
面
に
あ
る
記
述
的
な
文
字
と
直
接
的
な
つ
な
が
り
が
あ

る
（
図
1
）。
特
に
形
式
的
に
は
春
秋
時
代
の
「
平
鐘

（
（
（

」
に
あ
る
銘
文
を
囲
む
長
方

形
の
枠
と
も
直
接
関
連
し
て
い
る
（
図
2
）。
絵
画
に
あ
る
標
題
は
、
通
常
、
描
か

れ
た
人
物
あ
る
い
は
起
き
た
事
件
を
表
示
す
る
た
め
に
、
人
物
の
名
や
事
件
の
内
容

を
か
た
わ
ら
に
書
く
。
標
準
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、
長
方
形
の
枠
の
な
か
に
、
刻
ま
れ

た
、
あ
る
い
は
描
か
れ
た
人
物
の
名
や
事
件
の
内
容
を
書
き
込
む
の
で
あ
る
が
、
画

面
の
余
白
に
直
接
刻
ん
だ
り
書
い
た
り
し
て
、
長
方
形
の
枠
が
無
い
も
の
も
あ
っ

た
。
漢
代
の
絵
画
は
、
客
観
的
に
み
て
、「
教
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
る
」
社
会

的
機
能
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
面
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
悪
を
も
っ
て
世
の
人

を
戒
め
、
善
を
も
っ
て
後
人
に
示
す

（
（1
（

」
と
い
う
漢
代
の
社
会
的
な
し
き
た
り
の
な
か

で
、
漢
宣
帝
（
紀
元
前
七
四
年
～
前
四
八
年
）
の
時
、
霍
光
な
ど
一
一
人
の
功
臣
の

像
が
未
央
宮
中
の
麒
麟
閣
に
刻
ま
れ
、
彼
ら
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
た
。
漢
明
帝
の
永

平
年
間
（
五
八
～
七
五
年
）、
明
帝
は
父
に
追
随
し
、
後
漢
の
政
権
を
築
い
た
功
労

者
を
追
憶
す
る
た
め
に
、
功
臣
二
八
人
の
画
像
を
洛
陽
南
宮
の
雲
台
に
描
か
せ
た
。

こ
れ
は
古
く
か
ら
「
雲
台
二
十
八
将
」
と
称
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
書
物
に
い
う
と
こ

ろ
の
「
忠
や
孝
を
尽
く
し
た
人
は
す
べ
て
雲
台
に
あ
り
、
業
績
や
功
労
が
あ
る
人
は

み
な
麟
閣
に
登
る
」、「
善
を
み
れ
ば
悪
を
戒
め
、
悪
を
み
れ
ば
賢
を
思
う
。
そ
の
容

姿
を
留
め
て
、
盛
徳
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
敗
を
書
い
て
、
既
往
の
道
を
伝
え
る
」

も
の
で
あ
る（

（1
（

。
現
存
作
品
か
ら
み
れ
ば
、
漢
代
絵
画
は
、
描
か
れ
た
功
臣
の
中
か
ら
、

ひ
と
り
ひ
と
り
具
体
的
な
人
物
を
識
別
で
き
る
よ
う
な
水
準
に
は
達
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
標
題
に
よ
っ
て
絵
の
不
足
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
「
絵
の
不

足
を
題
字
で
発
揚
さ
せ
る
」
と
い
わ
れ
る（

（1
（

早
期
の
状
況
で
あ
っ
た
。
早
期
の
題
は
絵

の
形
を
補
足
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
以
降
の
題
は
絵
の
意
味
を
高
め

図1

図2
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る
た
め
の
も
の
と
な
っ
た
。

識
別
と
い
う
角
度
か
ら
標
題
の
存
在
価
値
を
み
よ
う
。
現
存
の
漢
武
梁
祠
画
像
の

中
に
み
ら
れ
る
、「
韓
王
」「
処
王
」「
斉
王
」「
摂
政
」「
王
慶
忌
」「
使
君
」「
楚
昭

貞
姜
」
な
ど
の
標
題
は
、
す
べ
て
人
に
識
別
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
見
る
人
の
た
め
で
あ
り
、
事
跡
の
流
布
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
標
題
が
も
つ
、

こ
の
よ
う
な
明
確
で
功
利
的
な
目
的
は
、
漢
代
の
絵
画
に
、
鮮
明
な
特
徴
を
伴
う
二

種
類
の
ス
タ
イ
ル
を
出
現
さ
せ
た
。
一
つ
は
、
具
体
的
に
人
物
を
さ
す
こ
と
、
あ
る

い
は
特
別
に
説
明
が
必
要
と
さ
れ
る
画
像
で
、
そ
の
画
面
中
に
は
み
な
標
題
が
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
倉
廩
図

（
（1
（

」
の
標
題
「
量
穀
」
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま

た
「
建
初
八
年
張
文
思
画
像
石

（
（1
（

」
に
は
、
人
物
・
事
柄
の
ほ
か
に
年
を
記
し
た
標
題

が
多
く
み
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的

に
標
題
が
ま
っ
た
く
無
い
も
の
で
あ
る
。
同
じ
墓
室
、
同
地
域
に
こ
の
よ
う
な
二
種

類
の
画
像
が
存
在
し
て
お
り
、
標
題
の
な
い
も
の
は
明
ら
か
に
識
別
の
必
要
性
が
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
目
で
わ
か
る
、
人
首
蛇
尾
の
「
伏
羲
」「
女
娲
」

の
画
像
、
あ
る
い
は
車
や
馬
で
外
出
す
る
さ
ま
を
表
現
し
た
も
の
や
力
士
・
下
僕
の

画
像
な
ど
で
あ
る
。
四
川
で
出
土
し
た
豊
富
な
主
題
を
も
つ
、
構
図
も
通
常
の
画
像

石
よ
り
複
雑
な
画
像
磚
で
も
、
た
と
え
ば
塩
井
・
厨
房
な
ど
に
は
標
題
が
な
い
。
も

ち
ろ
ん
地
域
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
。
現
時
点
で
の
出
土
品
か
ら
み
れ
ば
、
標
題

の
あ
る
画
像
石
の
大
半
は
、
山
東
と
江
蘇
に
集
中
し
て
い
る
。

後
漢
か
ら
魏
・
晋
の
時
期
に
は
、
孝
子
に
題
材
を
取
っ
た
絵
画
が
流
行
し
た
。
こ

う
し
た
絵
画
は
、
具
体
的
な
人
物
や
、
人
物
に
関
係
す
る
物
語
の
内
容
を
示
す
必
要

が
あ
る
か
ら
、
通
常
「
彩
箧
絵
孝
子
故
事
図

（
（1
（

」
の
よ
う
に
、
主
人
公
の
名
を
明
記
し

た
標
題
が
あ
る
。
北
魏
の
「
屏
風
漆
画
列
女
古
賢
図

（
（1
（

」
に
は
上
下
四
層
に
烈
女
・
孝

子
・
高
人
・
逸
士
を
描
き
、
す
べ
て
の
画
面
の
内
容
を
、
標
題
や
題
字
に
よ
っ
て
説

明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
標
題
と
い
う
手
法
が
、
北
魏
に
お
い
て
広
範
に
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、
標
題
と
題
字
が
同
時
に
画
面
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

両
者
が
共
存
す
る
時
期
が
あ
っ
た

こ
と
を
も
の
が
た
り
、
過
渡
期
に

お
け
る
題
字
の
初
期
の
ス
タ
イ
ル

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
特
筆
す

べ
き
な
の
は
『
平
番
図
巻
』
と
同

じ
固
原
に
あ
っ
た
北
魏
の
「
漆
棺

彩
画

（
（1
（

」
で
あ
り
（
図
3
）、
そ
の

画
面
中
に
示
さ
れ
る
、
標
題
の
標

準
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、
固
原
地
域

の
絵
画
の
伝
統
を
現
し
て
い
る
。

ほ
か
に
比
較
的
有
名
な
も
の
に
、

北
魏
の
「
石
棺
線
刻
孝
子
図

（
（1
（

」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
刻
ま
れ
た

孝
子
の
物
語
に
は
、
す
べ
て
標
題

が
あ
る
。た
と
え
ば
「
子
舜
」・「
子

郭
巨
」・「
孝
孫
元
谷
」
等
の
よ
う

で
あ
る
。

漢
代
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
標
題
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
南
朝
の
「
竹
林
七
賢
と

栄
啓
期

（
（1
（

」
と
い
う
型
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
磚
画
に
い
た
る
と
、
新
し
い
形
が
出
現

し
た
。
標
題
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
題
字
へ
変
わ
る
過
程
を
表
現
す
る
こ
と

で
、
こ
の
作
品
は
尋
常
な
ら
ざ
る
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
画
面
中
に
は
、
七
賢
と
栄

啓
期
の
一
人
一
人
の
そ
ば
に
名
を
記
し
た
標
題
が
あ
り
、
長
方
形
の
枠
が
な
い
か

ら
、
標
題
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
ず
、
文
字
が
自
然
に
画
面
に
溶
け
込
ん
で
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
ス
タ
イ
ル
を
あ
ら
わ
す
も
っ
と
も
代
表
的
な

も
の
は
晋
・
顧
愷
之
の
「
女
史
箴
図

（
（2
（

」
で
あ
る
（
次
頁
図
4
）。
現
存
す
る
九
段
の

う
ち
、
余
白
に
文
字
数
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
箴
言
が
書
か
れ
、
長
い
も
の
は
四
行
に
も 図3
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亘
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
漢
代
の
標
題
と

は
違
い
、
後
世
の
題
字
と
も
異
な
る
。

現
存
す
る
敦
煌
壁
画
の
う
ち
、
北
魏
か

ら
隋
・
唐
ま
で
の
も
の
に
は
、
標
題
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
供
養
を
さ
さ
げ
る

た
め
に
、
供
養
人
の
氏
名
を
書
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
北
魏
二
五
七
窟
の

「
沙
弥
守
戒
自
殺
故
事
」
な
ど
が
そ
う
で

あ
る
（
図
5
）。
ま
た
、
唐
三
二
三
窟
の

「
漢
武
帝
跪
拝
金
仏
」
の
よ
う
に
、
標
題

に
よ
っ
て
事
件
を
説
明
し
た
も
の
や
、
西

魏
二
八
五
窟
の
「
説
法
図
」
の
よ
う
に
、

供
養
人
の
氏
名
を
記
す
一
行
の
標
題
の
ほ

か
、
事
件
を
記
述
す
る
数
行
の
標
題
を
も

つ
も
の
も
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
漢
代
の
絵

画
で
標
題
が
み
ら
れ
る
も
の
の
規
則
性
を

探
る
と
、
真
実
性
の
あ
る
こ
と
を
描
く
と

き
、
あ
る
い
は
具
体
的
な
人
物
や
言
い
伝

え
を
描
く
と
き
、
識
別
あ
る
い
は
解
読
の

便
宜
上
、
標
題
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
唐
代
以
降
、
絵
画
の
社
会
的

機
能
が
弱
く
な
り
、
美
意
識
が
こ
れ
ま
で

に
な
く
高
ま
っ
た
。
巻
軸
装
の
絵
画
が
主

流
と
な
り
、
詩
・
書
・
画
の
一
体
化
が
絵

画
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
強
め
、
標
題

に
代
え
て
題
字
を
用
い
る
方
式
に
よ
っ

て
、
画
面
が
よ
り
完
全
な
も
の
に
な
っ
た
。
境
地
や
気

品
を
強
調
す
る
絵
画
ス
タ
イ
ル
は
標
題
の
存
在
を
受

け
い
れ
な
か
っ
た
の
で
、
標
題
が
画
面
の
鑑
賞
の
邪
魔

に
な
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
一
方
、
事
実
を
記
録
す

る
絵
画
で
は
、
題
字
に
よ
っ
て
内
容
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。
更
に
重
要
な
点
は
、
標
題
か
ら
生
ま
れ
変

わ
っ
た
題
字
が
、
文
人
画
の
表
現
手
法
の
一
つ
と
な

り
、
画
面
の
意
匠
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
絵

画
に
お
け
る
重
要
な
要
素
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ゆ
え
に
、
宋
代
以
降
の
絵
画
に
お
い
て
、
巻
軸
装
の

作
品
に
は
標
題
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

標
題
の
出
現
か
ら
題
字
に
淘
汰
さ
れ
る
ま
で
の
過

程
は
、
中
国
絵
画
に
お
け
る
純
粋
な
美
意
識
の
表
現
が

育
ま
れ
る
発
展
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
人
物
・
山

水
・
花
鳥
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
成
熟
し
て
い
く
ば
か

り
で
な
く
、
詩
・
書
・
画
の
一
体
化
が
中
国
絵
画
の
美

意
識
の
特
徴
に
も
な
っ
た
。し
か
し
、
明
代
に
至
っ
て
、

『
平
番
得
勝
図
巻
』
が
珍
し
い
先
祖
が
え
り
の
現
象
を

示
し
た
。
画
面
の
意
匠
を
壊
す
標
題
を
用
い
て
、
平
番

の
戦
い
に
参
加
し
た
将
校
の
名
や
、
番
族
名
・
地
名
を

記
し
て
お
り
、
元
・
明
・
清
代
以
来
の
巻
軸
装
の
絵
画

の
ス
タ
イ
ル
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
（
図
6
）。

こ
れ
は
、
戦
功
の
褒
賞
と
い
う
作
成
目
的
か
ら
の
選
択

で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
将

校
の
名
を
一
々
標
題
で
示
し
、
そ
の
功
績
を
強
調
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
絵
画
の
効
果
を

図4

図6

図5
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犠
牲
に
し
て
し
ま
う
表
現
手
法
は
、
作
品
に
お
い
て
、
芸
術
と
功
利
の
矛
盾
が
発
生

し
た
場
合
、
美
意
識
が
二
の
次
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

画
面
に
は
絵
師
の
名
が
現
わ
れ
な
い
原
因
で
も
あ
ろ
う
。

三
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
に
描
か
れ
た
「
平
番
」
の
年
代

『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
作
成
年
代
、
お
よ
び
描
か
れ
た
事
件
の
年
代
に
つ
い
て
、

画
面
に
は
明
確
な
文
字
に
よ
る
記
述
は
な
い
。
し
か
し
標
題
が
示
す
人
物
と
事
柄

は
、
絵
画
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
内
容
の
年
代
考
証
の
た
め
に
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
い
る
。
標
題
に
基
づ
い
て
、
瞿
宣
頴
は
「
図
に
列
せ
ら
れ
た
人
物
の
う
ち
、
も
っ

と
も
重
要
な
の
は
固
原
兵
備
道
劉
伯
燮
と
陝
西
総
兵
官
孫
国
臣
で
あ
る
。
こ
の
二
人

は
当
時
将
校
と
し
て
前
線
に
赴
い
た
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
履
歴
が
わ
か
れ
ば
、
こ

の
図
と
李
氏
と
の
関
連
も
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
瞿
宣
頴
の
判
断
は
正

し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
品
の
作
成
理
由
と
依
頼
主
の
解
明
に
も
、
つ

な
が
る
こ
と
で
あ
る
。

瞿
宣
頴
は
考
証
に
お
い
て
、
次
の
根
拠
を
提
示
し
た
。
以
下
、
逐
一
コ
メ
ン
ト
を

つ
け
て
い
こ
う
。

『
雍
正
隴
西
県
志
』
巻
五
に
よ
る
と
、
劉
伯
燮
は
湖
北
孝
感
の
人
、
進
士
出
身

で
、
明
代
に
お
い
て
隴
右
道
の
守
備
を
担
当
し
た
。
ま
た
『
光
緒
固
原
州
志
』

巻
五
二
に
よ
れ
ば
、
孫
国
臣
は
大
同
の
人
で
、
固
原
の
右
副
総
兵
で
あ
っ
た
。

右
の
二
人
の
在
任
期
間
を
も
っ
て
当
時
の
軍
事
状
況
を
推
定
す
れ
ば
、
事
件
は

万
暦
三
年
に
起
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
雍
正
隴
西
県
志
』
と
『
光
緒
固
原
州
志
』
に
は
、
劉
伯
燮
と
孫
国
臣
の
在
任
期
間

は
、
万
暦
三
年
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
孫
国
臣
が
「
固
原
右
副
総
兵
」
で

あ
る
と
い
う
点
は
、「
陝
西
総
兵
官
」
と
い
う
標
題
と
合
致
し
な
い
。

『
康
熙
鞏
昌
府
志
』
巻
三
に
よ
る
と
、
万
暦
三
年
夏
四
月
、
番
族
の
扎
力
咂
（
音

は
ザ
ー
リ
ザ
）
は
階
州
を
犯
し
て
守
備
範
延
武
を
と
ら
え
た
。
四
年
春
二
月
、

分
守
参
議
劉
伯
燮
と
副
総
兵
孫
国
臣
は
出
兵
し
、
ザ
ー
リ
ザ
を
誅
殺
し
た
。

明
初
以
来
、
い
わ
ゆ
る
番
族
に
よ
る
騒
擾
は
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
『
康
熙
鞏

昌
府
志
』
だ
け
で
も
多
く
の
関
連
記
事
が
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
三
に
は
、「
成
化
四

年
、
洮
・
岷
边
備
を
置
き
」「
番
戎
を
防
ぎ
、
制
圧
し
よ
う
と
し
た
」、「
八
年
春
、

全
陝
巡
撫
を
設
け
、
以
っ
て
、
官
吏
の
査
察
・
民
衆
の
撫
育
・
食
糧
の
備
蓄
の
督
促
・

番
族
の
首
領
の
制
圧
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
右
都
御
使
の
羅
汝
敬

（
（2
（

を
こ
れ
に
あ
て

た
」、「（
武
宗
（
正
徳
））
一
五
年
八
月
、
西
固
の
番
族
が
階
・
成
地
方
を
侵
犯
し
た
。

総
制
尚
書
王
瓊

（
（2
（

は
鎮
守
文
を
遣
わ
し
、
軍
を
率
い
て
攻
撃
さ
せ
た
。
八
族
を
撃
破
し
、

降
伏
を
受
け
て
帰
還
し
た
」
と
あ
る
。
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
史
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
図
中
に
描
か
れ
た
事
件
で
は
な
い
。
ま
た
図
巻
に
描

か
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
「
参
議
劉
伯
燮
・
副
総
兵
孫
国
臣
が
軍
隊
を
率
い
て

攻
撃
」
し
た
事
件
は
、
万
暦
「
四
年
春
二
月
」
で
あ
り
、
万
暦
三
年
の
出
来
事
で
は

な
い
。『

光
緒
甘
粛
新
通
志
』
巻
四
六
に
よ
る
と
、
万
暦
三
年
の
秋
、
西
羌
部
族
の
賊

が
洮
州
を
侵
略
し
た
。
西
羌
の
扎
着
他
（
ザ
ー
ゾ
タ
）
等
が
洮
州
を
侵
犯
し
た

の
で
あ
る
。
総
兵
孫
国
臣
は
旧
洮
州
か
ら
討
伐
に
向
か
い
、
推
官
劉
希
稷
は
軍

を
督
し
て
西
羌
を
大
破
し
、
二
〇
〇
余
人
の
首
を
切
り
、
夷
族
の
什
器
・
車
両

な
ど
を
三
千
以
上
捕
獲
し
た
。

こ
れ
は
関
連
す
る
各
種
地
方
志
の
一
文
で
あ
る
が
、「
総
兵
孫
国
臣
が
旧
洮
州
か
ら

討
伐
に
向
か
い
」、「
推
官
劉
希
稷

（
（2
（

が
軍
隊
を
督
し
」
た
こ
と
は
、
画
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
万
暦
三
年
の
秋
、
西
羌
が
洮
州
を
侵
犯

し
た
事
件
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

『
明
史
・
西
域
伝
』
に
よ
る
と
、「
は
じ
め
、
洮
州
の
番
族
が
、
河
州
の
奸
民

に
金
品
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
の
で
、
内
地
に
入
っ
て
略
奪
し
た
。
他
の
番
族
も

こ
れ
を
機
に
騒
擾
を
起
こ
し
た
…
こ
れ
に
よ
っ
て
二
将
の
間
に
隔
た
り
が
生
じ

た
。
総
督
で
あ
る
石
茂
華
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
右
の
二
人
及
び
蘭
州
参
将
の
徐
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勲
・
岷
州
守
備
の
朱
憲
・
旧
洮
州
守
備
の
史
経
に
命
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
軍
隊
を
引

率
し
て
番
族
の
部
落
に
赴
か
せ
、
利
害
を
問
か
せ
た
。
…
茂
華
は
所
轄
の
軍
を

招
集
し
、
分
け
て
討
伐
に
赴
か
せ
た
。
四
〇
余
人
の
首
を
切
り
、
焼
死
者
は
九

〇
〇
余
人
、
家
畜
数
十
群
を
捕
獲
し
た
。
番
族
の
各
部
族
は
震
え
お
の
の
い
て
、

遠
く
へ
移
動
し
た
。
降
伏
し
て
き
た
の
は
七
一
族
で
、
反
逆
の
首
謀
者
四
人
の

首
を
切
り
、
二
人
を
捕
虜
と
し
て
献
上
し
、
馬
・
牛
・
羊
あ
わ
せ
て
二
六
〇
頭

を
運
ん
で
き
て
、
稽
首
し
て
謝
罪
し
、
再
犯
し
な
い
と
誓
っ
た
。
そ
こ
で
軍
隊

は
帰
還
し
た
」。
右
の
こ
と
は
『
西
域
伝
』
に
お
い
て
万
暦
二
年
の
冬
の
後
に

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
考
兵
志
』
に
は
「
万
暦
三
年
、
陝
西
の
番
族
平
定

の
戦
勲
を
讃
え
る
事
が
あ
っ
た
、
成
化
年
間
の
先
例
を
見
よ
」
云
々
と
あ
り
、

こ
れ
で
右
の
事
は
実
際
万
暦
三
年
に
起
き
た
こ
と
だ
と
わ
か
る
。

画
の
内
容
に
関
連
す
る
重
要
な
事
件
が
「
万
暦
二
年
の
冬
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
」

の
は
、
事
件
自
体
が
万
暦
三
年
だ
と
い
う
意
味
に
な
ら
な
い
。
万
暦
二
年
の
冬
、
万

暦
三
年
あ
る
い
は
万
暦
三
年
以
降
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
。『
明
史
・
西
域
伝
』
で

は
、
万
暦
二
年
の
あ
と
は
「
八
年
春
」
と
続
け
ら
れ
、
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
「
二

年
冬
、
丙
兔
に
甘
粛
に
お
け
る
取
引
を
許
可
し
」、「
丙
兔
が
青
海
に
と
ど
ま
っ
て
」

以
来
の
事
件
で
あ
る
。

最
後
に
、
瞿
宣
頴
は
「
右
に
並
べ
た
根
拠
に
よ
り
、
図
中
に
列
す
る
と
こ
ろ
の
劉

伯
燮
・
孫
国
臣
と
い
う
二
人
の
主
将
が
、
実
際
に
こ
の
戦
を
指
揮
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。『
明
史
』
に
は
こ
れ
ら
二
人
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
が
、
徐
勲
の
名
は
、
画
面

に
合
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
図
は
万
暦
三
・
四
年
の
間
に
洮
州
で
起

こ
っ
た
事
実
を
書
い
た
も
の
だ
と
い
っ
て
間
違
い
な
か
ろ
う
」
と
結
論
づ
け
た
。
描

か
れ
た
戦
の
時
間
を
「
万
暦
三
・
四
年
の
間
」
と
し
た
の
は
明
ら
か
に
「
万
暦
三
年
」

と
す
る
よ
り
正
し
い
。
し
か
し
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

実
を
い
え
ば
、
標
題
に
示
さ
れ
、
瞿
宣
頴
か
ら
「
最
も
重
要
な
者
」
と
見
ら
れ
た

「
固
原
兵
備
道
劉
伯
燮
」
は
『
平
番
紀
事

（
（2
（

』
と
い
う
著
書
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は

当
事
者
に
よ
る
記
述
で
あ
り
、『
中
国
野
史
集
成
』
第
二
五
冊
に
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
劉
伯
燮
は
こ
の
書
で
、
平
番
の
一
部
始
末
を
詳
細
に
記
録
し
た
。
標
題
に
現
れ

た
一
六
人
の
う
ち
九
人
ま
で
が
記
載
さ
れ
、
事
件
の
起
き
た
年
月
日
、
及
び
戦
闘
の

具
体
的
な
経
過
ま
で
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
万
暦
甲
戌
の
春
、
毅
庵
石
恭
襄

公
茂
華
が
命
を
受
け
て
総
督
と
し
て
陝
西
へ
来
て
」
か
ら
、
規
模
の
大
小
は
あ
り
な

が
ら
、
戦
は
絶
え
な
か
っ
た
。
最
も
主
要
な
戦
が
集
中
し
て
い
た
の
は
万
暦
三
年
の

八
・
九
月
の
間
で
あ
る
。
劉
伯
燮
の
記
述
は
『
平
番
得
勝
図
巻
』
に
描
か
れ
た
内
容

と
一
致
し
て
お
り
、
し
か
も
非
常
に
具
体
的
で
、
撃
破
さ
れ
た
番
族
も
標
題
と
合
致

し
て
い
る
。
今
回
の
平
番
は
、
丙
子
正
月
二
六
日
ま
で
行
わ
れ
、
劉
伯
燮
は
や
っ
と

凱
旋
し
た
。
し
か
し
六
月
二
六
日
に
至
っ
て
、
哨
兵
は
「
番
族
が
出
没
し
て
い
る
」

と
報
告
し
て
き
た
。
参
将
趙
憲
副
と
游
撃
師
範
が
中
軍
百
戸
を
率
い
て
攻
撃
し
に
行

き
、
四
〇
人
の
首
を
切
っ
た
。
こ
の
後
、
山
峒
峪
・
駱
駝
塩
・
麦
纏
坪
・
二
王
家
山
・

文
県
の
四
部
族
と
、
撃
滅
さ
れ
な
か
っ
た
栗
子
荘
な
ど
一
五
部
族
が
次
か
ら
次
へ
と

降
伏
に
き
た
。
劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
は
こ
こ
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
以
上
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
描
か
れ
た
事
件
の
年
代
は
当
事
者
劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
に
あ

る
「
甲
戌
の
冬
よ
り
丙
子
の
冬
ま
で
」
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
平

番
得
勝
図
巻
』
に
描
か
れ
た
の
は
万
暦
二
年
（
甲
戌
、
一
五
七
四
）
か
ら
万
暦
四
年

（
丙
子
、
一
五
七
六
）
に
わ
た
る
平
番
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
継
続
的
な
事

件
で
あ
り
、
ま
と
ま
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

四
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
が
二
段
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

同
時
期
の
明
代
絵
画
と
比
べ
る
と
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
が
一
巻
で
あ
り
な
が
ら
、

二
段
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
慣
例
に
合
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
抗

倭
図
巻
』
は
、
倭
寇
襲
来
・
放
火
と
略
奪
・
難
民
の
避
難
・
水
上
の
戦
闘
・
勝
利
の

凱
旋
・
城
か
ら
の
凱
旋
兵
の
出
迎
え
を
表
現
し
、
因
果
関
係
と
前
後
の
順
番
が
わ
か

る
、
連
続
性
を
持
っ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
『
平
番
得
勝
図
巻
』
は
、「
賞
功
」
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だ
け
が
独
立
し
た
画

面
と
し
て
設
け
ら
れ

て
い
る
。
一
巻
と
し

て
装
潢
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

間
に
空
白
が
置
か
れ

て
相
互
に
隔
て
ら

れ
、
互
い
に
独
立
し

て
い
る
の
で
あ
る

（
図
7
）。
こ
れ
に
よ

り
見
る
者
に
、
客
観

的
に
み
て
完
成
し
た
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
さ
せ
、
不
思
議
に
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
特
に
両
画
面
の
関
係
や
、
間
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
唐
突
で
あ
る
。

図
巻
の
標
題
の
規
則
性
か
ら
見
て
行
こ
う
。
お
よ
そ
画
面
の
上
部
に
標
題
が
現
れ

れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
部
に
こ
れ
に
関
連
す
る
事
柄
が
描
か
れ
て
い
る
。
前
段

に
あ
る
合
計
九
つ
の
標
題
の
う
ち
、
八
個
目
ま
で
す
べ
て
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

一　

軍
門
固
原
発
兵

二　

固
原
兵
備
劉
伯
燮
督
兵

三　

陝
西
総
兵
官
孫
国
臣
統
兵

四　

蘭
州
参
将
董
大
衆
攻
破

五　

原
任
参
将
朱
清
攻
破

六　

固
原
游
撃
李
東
陽

七　

総
兵
大
営

八　

署
参
将
都
司
楊
継
芳
攻
破

最
後
の
標
題
「
応
援
原
任
副
総
兵
種
継
」
は
画
面
左
側
の
終
わ
り
に
近
い
位
置
に

あ
る
。
そ
の
す
ぐ
右
側
の
画
面
上
部
で
は
、「
督
陣
原
任
守
備
張
応
祥
」
が
一
小
隊

を
率
い
て
左
下
の
方
向
へ
坂
を
下
り
て
、
画
面
末
尾
に
向
か
っ
て
お
り
、
画
面
下
部

で
は
、「
原
任
守
備
蒋
松
」
の
一
小
隊
が
右
に
向
か
っ
て
進
み
、
ち
ょ
う
ど
番
族
と

向
か
っ
て
戦
わ
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
小
隊
の
人
馬
は
所
属
が
明
ら
か
で
、
標
題

に
も
合
っ
て
い
る
。
で
は
「
応
援
原
任
副
総
兵
種
継
」
の
兵
卒
や
馬
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
図
巻
の
左
側
は
一
部
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
「
応
援

原
任
副
総
兵
種
継
」
は
、
標
題
の
み
が
あ
っ
て
兵
卒
と
馬
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
見
る
者
に
、
黄
公
望
の
「
富
春
山
居
図
」
が
二
つ
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
を

連
想
さ
せ
る
。
黄
公
望
及
び
そ
の
「
富
春
山
居
図
」
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
っ
た

た
め
、
一
巻
が
分
か
た
れ
て
二
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
物
語
に
語

ら
れ
て
お
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
価
値
が

高
ま
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
描
か
れ
た
内
容
は
明
代
史
に
お
け
る
重
大
な
歴
史
的

事
件
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
名
も
な
く
、
印
鑑
も
な
く
、
名
高
く
も
な

い
『
平
番
得
勝
図
巻
』
は
書
画
の
関
連
書
籍
に
も
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の

点
で
は
『
抗
倭
図
巻
』
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
最
初
に
こ
の
図
巻
を
発
見
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
跋
を

書
い
た
朱
啓
鈐
・
瞿

宣
頴
も
こ
の
問
題
に

気
づ
か
な
か
っ
た
。

画
面
の
冒
頭
か
ら

み
れ
ば
（
図
8
）、

作
者
は
主
題
に
関
連

す
る
表
現
に
つ
い
て

熟
考
を
重
ね
た
こ
と

が
わ
か
る
。
中
に
あ

る
多
く
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
的
な
描
写
は

図7

図8
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西
部
辺
境
の
地
理
的
な
特
徴
を
示
し
、「
平
番
」
を
広
大
な
空
間
で
行
え
る
よ
う
に

さ
せ
、「
平
番
」
の
功
績
の
偉
大
さ
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
。
最
初
の
部
分
で
は
、「
東

岳
廟
」
か
ら
固
原
の
町
ま
で
の
様
子
に
よ
っ
て
「
出
兵
」
と
い
う
主
題
を
打
ち
出
し

た
。
真
ん
中
の
部
分
で
は
、「
白
化
嶺
」
か
ら
「
旧
洮
州
」
の
間
に
わ
た
る
広
大
な

空
間
と
山
川
の
起
伏
と
が
、
城
と
互
い
に
引
き
立
て
あ
い
、
進
軍
の
困
難
さ
を
表
明

し
て
い
る
。
大
人
数
の
軍
隊
が
出
征
し
て
い
く
の
は
、
明
朝
官
軍
の
意
気
込
み
を
表

し
、
必
勝
の
自
信
を
見
せ
、
同
時
に
こ
の
後
の
具
体
的
な
「
平
番
」
の
場
面
を
作
り

出
す
伏
線
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
確
な
構
成
と
表
現
様
式
の
も
と
、「
応

援
原
任
副
総
兵
種
継
」
に
至
っ
て
、
兵
卒
や
馬
も
な
く
、
突
然
終
了
し
た
の
は
、
明

ら
か
に
全
体
の
雰
囲
気
に
合
わ
な
い
（
図
9
）。

さ
ら
に
、「
賞
功
」
と
い
う
段
の
始
ま
り
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
と
違
っ
て
、

い
き
な
り
将
軍
の
い
る

高
台
が
現
れ
、
非
常
に

ぎ
こ
ち
な
い
（
図
10
）。

こ
れ
は
こ
の
段
の
左
側

に
あ
る
余
裕
の
あ
る
描

き
方
と
も
異
な
っ
て
い

る
。そ

も
そ
も
繋
が
っ
て

い
た
部
分
が
、
何
故
な

く
な
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
も
ち
ろ
ん
数
限

り
な
く
推
測
す
る
こ
と

は
で
き
る
。
し
か
し
所

詮
推
測
の
域
を
出
な

い
。
一
つ
想
像
で
き
る

の
は
、
画
面
が
繋
が
っ

て
い
れ
ば
、
図
巻
は
、

出
兵
・
進
軍
・
平
番
・

賞
功
と
い
う
完
全
な
過

程
が
出
揃
い
、
一
気
呵

成
な
も
の
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
同
じ
種
類
の
主

題
を
も
つ
中
国
の
伝
統

絵
画
に
お
け
る
基
本
的

な
表
現
手
法
に
合
う
も

の
で
あ
る
。五

、『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
段
落

朱
啓
鈐
に
頼
ま
れ
て
「
詳
ら
か
に
こ
れ
を
考
証
」
し
た
瞿
宣
頴
は
、「
平
番
得
勝

図
巻
」
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
し
た
最
初
の
学
者
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
に
執

筆
し
た
跋
で
、
瞿
宣
頴
は
画
面
全
体
を
下
記
の
と
お
り
一
二
段
に
分
け
た
。

一　

軍
門
固
原
発
兵

二　

固
原
兵
備
劉
伯
燮
督
兵

三　

陝
西
総
兵
官
孫
国
臣
統
兵

四　

向
導
指
揮
楊
臻

五　

原
任
守
備
苗
永
恩
、
蘭
州
参
将
董
大
衆
攻
破

六　

原
任
都
司
張
九
功
、
原
任
参
将
朱
清
攻
破

七　

固
原
游
撃
李
東
陽

図10

図9
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八　

原
任
参
将
徐
勲
攻
破
、
固
原
游
撃
陳
守
義
攻
破
、

九　

総
兵
大
営

一
〇　

署
参
将
都
司
楊
継
芳
攻
破

一
一　

督
陣
原
任
守
備
張
応
祥
、
原
任
守
備
蒋
松
、
応
援
原
任
副
総
兵
種
継

一
二　

軍
門
固
原
賞
功

瞿
宣
頴
の
段
落
わ
け
は
基
本
的
に
標
題
の
内
容
、
つ
ま
り
人
物
と
事
柄
を
根
拠
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
画
面
の
構
成
を
無
視
し
た
面
は
否
め
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
わ
け

方
は
、
画
面
自
体
の
構
成
と
矛
盾
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
氏

の
研
究
手
法
、
あ
る
い
は
そ
の
鑑
賞
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
の
巻
物
を

一
段
ず
つ
鑑
賞
す
る
や
り
方
で
は
、
全
体
的
な
認
識
を
得
が
た
い
の
は
事
実
で
あ

る
。
氏
の
跋
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
各
段
落
は
、
詳
細
だ
っ
た
り
簡
略
だ
っ
た

り
し
て
い
る
。
前
の
ほ
う
が
詳
細
で
、
後
ろ
の
ほ
う
が
簡
略
で
あ
り
、
全
体
的
な
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
。

瞿
宣
頴
の
段
落
わ
け
に
よ
る
と
、
前
の
四
段
が
画
面
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
大
半
の
画
面
に
お
い
て
は
、
固
原
城
か
ら
行
軍
に
至
る
ま
で
、
町
の
変
化
は
あ
る

が
、
画
面
全
体
は
ほ
ぼ
同
じ
ム
ー
ド
で
あ
り
「
白
化
嶺
」
以
外
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が

な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
画
面
の
な
か
で
最
も
重
要
な
の
は
「
平
番
」
の
戦
闘
で
、
こ

れ
は
「
平
番
」
の
具
体
的
で
す
ば
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。「
平
番
」
の
部
分
で
は
画

面
の
変
化
が
多
く
、
描
き
方
も
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
画
面
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。
常
識
的
に
は
、
画
面
に
占
め
る
割
合
は
、
そ
の
重
要
性
を
判
断
さ

れ
る
大
事
な
指
標
で
あ
る
。

画
面
全
体
を
主
題
別
に
分
け
る
な
ら
、
大
き
く
四
段
─
出
兵
・
進
軍
・
平
番
・
賞

功
─
と
な
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
な
位
置
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

出
兵
：
冒
頭
か
ら
隆
徳
県
と
静
寧
州
の
間
ま
で

二　

進
軍
：
静
寧
州
よ
り
「
白
化
嶺
」
を
過
ぎ
て
、
旧
洮
州
ま
で

三　

平
番
：
旧
洮
州
よ
り
「
応
援
原
任
副
総
兵
種
継
」
ま
で

四　

賞
功
：
図
巻
の
分
割
さ
れ
た
部
分

画
面
の
全
体
を
表
現
上
の
特
徴
か
ら
分
け
る
な
ら
ば
、
大
き
く
五
段
─
固
原
発
兵
・

進
軍
途
中
・
路
過
城
池
・
平
番
得
勝
・
軍
門
賞
功
と
な
る
だ
ろ
う
（
次
頁
図
11
）。

具
体
的
な
位
置
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

固
原
発
兵
：
冒
頭
か
ら
隆
德
県
と
静
寧
州
の
間
ま
で

二　

進
軍
途
中
：
静
寧
州
か
ら
「
白
化
嶺
岭
」
を
過
ぎ
る
ま
で

三　

路
過
城
池
：「
白
化
嶺
」
か
ら
旧
洮
州
に
至
る
ま
で

四　

平
番
得
勝
：
旧
洮
州
か
ら
「
応
援
原
任
副
総
兵
種
継
」
ま
で

五　

軍
門
賞
功
：
図
巻
の
分
割
さ
れ
た
部
分

六
、「
平
番
得
勝
図
巻
」
の
内
容

「
平
番
得
勝
図
巻
」
に
あ
る
標
題
は
、
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

作
者
が
描
こ
う
と
し
た
内
容
を
表
す
こ
と
で
あ
り
、
平
番
の
戦
闘
に
参
加
し
た
一
六

人
の
将
校
─
軍
門
（
石
茂
華
）・
固
原
兵
備
劉
伯
燮
・
陝
西
総
兵
官
孫
国
臣
・
嚮
導

指
揮
楊
臻
・
原
任
守
備
苗
永
恩
・
蘭
州
参
将
董
大
衆
・
原
任
都
司
張
九
功
・
原
任
参

将
朱
清
・
固
原
游
撃
李
東
陽
・
原
任
参
将
徐
勲
・
固
原
游
撃
陳
守
義
・
署
参
将
都
司

楊
継
芳
・
操
守
洪
恩
・
原
任
守
備
蒋
松
・
原
任
守
備
張
応
祥
・
原
任
副
総
兵
種
継
─

を
明
確
に
記
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
績
を
注
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
出
兵
」「
統

兵
」、
あ
る
い
は
「
攻
破
」「
賞
功
」
な
ど
で
あ
る
。
一
部
の
者
に
つ
い
て
は
業
績
を

明
記
せ
ず
、
参
加
し
た
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
建
築
・
山
、
あ
る
い
は
橋
の
名
の
注
記
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
た
場
所
を
示
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
「
東
岳
廟

（
（2
（

」「
白
化
嶺
」「
野
狐
橋
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
番
族
の

名
、
た
と
え
ば
「
失
剌
（
ス
ー
ラ
）
族
」「
参
多
（
サ
ン
ド
）
族
」「
巴
舍
哈
（
バ
ー

シ
ェ
ハ
）
族
」「
札
杓
他
（
ザ
ー
ゾ
タ
）
族
」「
洛
卜
（
ロ
ボ
）
族
」、「
官
洛
（
グ
ア

ン
ロ
）
族
」
な
ど
も
明
記
し
て
い
る
。

劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
を
紐
解
け
ば
、
画
面
の
内
容
を
大
体
把
握
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。
同
じ
時
期
の
『
抗
倭
図
巻
』

で
は
、
倭
寇
の
襲
来
と
略
奪
を
も
っ
て

抗
倭
の
理
由
を
説
明
し
た
。
そ
れ
と

違
っ
て
、
こ
の
図
巻
の
冒
頭
で
は
、『
抗

倭
図
巻
』
の
よ
う
に
、『
平
番
紀
事
』

の
冒
頭
の
内
容
、
す
な
わ
ち
番
族
の
騒

擾
が
も
た
ら
し
た
損
害
を
描
か
な
か
っ

た
。「
陝
西
で
は
固
原
州
に
設
け
ら
れ

た
鎮
守
府
が
あ
り
、
延
・
寧
・
甘
・
固

四
鎮
の
軍
事
を
総
括
し
た
。
こ
れ
は
弘

治
年
間
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
虜
を

退
治
す
る
た
め
の
も
の
だ
と
い
う

（
（2
（

」。

「
嘉
靖
以
来
、
番
族
が
跳
梁
し
続
け
た

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
虜
の
よ
う
に
制

御
で
き
な
い
ほ
ど
剽
悍
で
は
な
く
、
時

に
随
い
臨
機
応
変
に
鎮
圧
で
き
た
。
隆

慶
・
万
暦
年
間
に
は
、
北
虜
と
は
仲
良

く
付
き
合
い
、
無
事
だ
と
い
わ
れ
、
辺

境
の
の
ろ
し
台
か
ら
の
ろ
し
が
あ
が
っ

た
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
番
族

が
し
ば
し
ば
出
没
し
、
人
や
家
畜
を
さ

ら
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で

平
和
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な

警
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
々
は
た
い
へ

ん
驚
い
た
。
数
百
年
来
そ
の
地
域
で
生

活
し
、
集
落
を
作
っ
て
き
た
も
の
だ
か

固原発兵

進軍途中

路過城池

平番得勝

軍門賞功
図11　平番得勝図巻全図
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ら
、
番
族
も
実
に
大
変
強
く
な
り
、
虜
の
盛
ん
な
と
き
と
同
じ
位
で
あ
る
」。「
洮

州
・
階
州
は
東
西
に
隔
た
っ
て
、
間
に
六
〇
〇
里
の
距
離
が
あ
り
、
階
州
か
ら
南
東

の
文
県
ま
で
一
五
〇
里
以
上
あ
る
。
み
な
番
族
の
住
む
地
域
で
あ
る
。
階
州
・
文
県

に
い
る
の
は
武
都
羌
で
あ
り
、
洮
州
に
い
る
の
は
吐
谷
渾
羌
で
あ
る
。
す
べ
て
禹
の

時
代
の
北
三
苗
の
後
裔
で
あ
る
」。

万
暦
二
年
の
春
、
石
茂
華
が
「
命
を
受
け
て
陝
西
の
総
督
に
な
る
」
ま
で
の
間
、

一
方
で
は
「
作
物
の
稔
り
は
悪
く
、
窮
乏
久
し
く
」、
一
方
で
は
「
二
〇
〇
余
年
も

の
間
、
官
兵
は
そ
の
険
し
い
巣
窟
ま
で
討
伐
し
に
い
け
ず
、
た
ま
に
討
伐
し
に
出
か

け
た
兵
も
簡
単
に
く
じ
か
れ
て
し
ま
っ
た
」。
さ
ら
に
か
つ
て
は
「
階
州
の
番
族
は

三
年
に
一
回
、
進
貢
」
し
て
い
た
が
、「
文
県
の
番
族
は
、
最
近
進
貢
し
な
い
」
う
え
、

互
い
に
結
託
し
て
い
る
。
し
か
し
現
地
の
「
将
校
は
凡
庸
な
怖
が
り
屋
で
知
ら
ん
顔

を
し
、
ず
っ
と
軍
隊
に
配
分
さ
れ
た
食
糧
を
ひ
そ
か
に
ピ
ン
は
ね
し
て
自
分
の
懐
に

入
れ
て
き
た
」。
そ
れ
で
「
兵
の
食
糧
も
給
金
も
日
に
日
に
少
な
く
な
り
、
兵
も
だ

ん
だ
ん
数
が
減
っ
た
。
城
砦
も
守
る
人
が
お
ら
ず
、
番
族
の
動
き
は
ま
す
ま
す
さ
か

ん
に
な
っ
た
。
略
奪
に
出
て
こ
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
現
地
の
住
民
は
は

な
は
だ
し
く
そ
の
危
害
を
受
け
、
収
拾
が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
」。
さ
ら
に
「
河

州
参
将
が
管
轄
す
る
は
ず
の
二
四
の
関
所
の
間
は
、
道
の
り
が
長
い
た
め
、
管
理
が

及
ば
ず
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
弊
害
も
生
じ
た
」。
諸
番
族
と
各
集
落
の
民
は
「
そ

の
手
下
を
引
率
し
て
（
劉
）
大
経
と
常
相
巴
の
牛
や
家
畜
を
奪
い
、
人
を
殺
し
て
、

長
い
間
の
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
忌
み
憚
る
こ
と
が
な
く
、
防
衛
の
官

軍
も
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
洮
州
の
番
族
は
盛
ん
に
な
っ
て

い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
」。
上
記
の
内
容
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
騒
擾
は
「
洮
番
」

よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
画
面
に
は
、
洮
州
と
旧
洮

州
が
描
か
れ
、
か
つ
主
要
な
「
平
番
」
の
戦
闘
は
洮
州
城
の
外
で
行
わ
れ
て
い
る
。

「
洮
番
の
事
情
」
に
鑑
み
、
石
茂
華
は
固
原
に
着
任
し
て
か
ら
直
ち
に
「
将
校
や

官
吏
に
空
言
で
物
事
を
ご
ま
か
さ
ず
、
実
効
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
た
」。
こ
の
間
、

「
階
州
の
守
備
範
延
武
は
、
軍
門
の
約
束
を
奉
じ
、
敢
え
て
軍
の
食
糧
を
着
服
せ
ず
、

ひ
と
り
、
軍
規
が
久
し
く
行
わ
れ
ず
、
兵
の
数
も
足
り
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
」
が
、
万
暦
二
年
一
二
月
二
日
に
、
官
軍
の
内
情
を
よ
く
知
る
山
峒
峪
の
番

族
頭
領
碟
儿
狗
儿
（
デ
ィ
ー
ル
ク
ー
ル
）
が
こ
っ
そ
り
千
哈
（
チ
ェ
ン
ー
ハ
）
等
の

部
族
に
呼
び
か
け
て
木
竹
坪
へ
略
奪
に
行
っ
た
。
範
延
武
は
敵
の
数
が
多
く
な
い
と

見
て
、
兵
を
十
分
に
整
え
ず
、
急
ぎ
六
〇
里
離
れ
た
木
竹
坪
へ
戦
い
に
赴
い
た
。
そ

の
部
下
崔
継
元
ら
二
〇
人
足
ら
ず
の
小
隊
は
、
深
く
賊
中
に
入
り
、
番
族
が
崖
と
森

に
設
け
た
罠
に
は
ま
っ
て
包
囲
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
官
軍
は
や
む
な
く
窮
余
の
策

を
講
じ
て
や
っ
と
逃
げ
だ
し
た
。
将
校
は
無
事
だ
っ
た
が
、
兵
に
死
傷
者
が
出
た
。

当
時
、
軍
門
石
茂
華
ら
は
千
二
、
三
百
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
、
詳
し
い
情
報
を

入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
斥
候
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
厳
し
く
調
べ
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
巡
按
宋
公
が
、
劉
大
経
な
ど
が
番
族
に
「
し
ば
し
ば
略
奪
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

を
聞
き
、
河
州
参
将
の
陳
堂
に
訴
え
た
。
陳
堂
は
、「
こ
れ
は
洮
州
の
番
族
だ
。
こ

ち
ら
に
な
ん
の
関
係
が
あ
ろ
う
か
」
と
回
答
し
た
。
洮
州
参
将
の
劉
世
英
は
、
洮
州

の
域
内
に
は
番
族
の
略
奪
に
関
す
る
報
告
が
な
い
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
信
じ
る
と
こ

ろ
が
違
う
の
で
、
相
談
は
で
き
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
河
州
と
洮
州
の
参
将
二

人
の
間
に
い
ざ
こ
ざ
が
生
じ
、
ま
た
ほ
か
の
訴
え
も
絶
え
な
か
っ
た
。

万
暦
二
年
春
の
二
月
、
皇
帝
の
「
方
法
を
講
じ
て
退
治
し
、
地
方
を
平
定
せ
よ
」

と
い
う
指
示
を
受
け
て
、
石
茂
華
は
「
略
奪
を
働
く
部
族
を
調
査
す
る
よ
う
厳
し
く

求
め
」、「
無
罪
の
人
を
み
だ
り
に
巻
き
添
え
に
し
な
い
よ
う
に
」
要
求
し
た
。
ま
ず

は
略
奪
の
首
謀
者
を
差
し
出
し
て
家
畜
を
賠
償
す
れ
ば
、
戦
い
は
せ
ず
、
さ
も
な
け

れ
ば
兵
を
出
し
て
討
伐
す
る
と
い
う
通
達
を
伝
達
さ
せ
た
。
こ
の
時
、
劉
伯
燮
は
分

守
隴
右
参
議
か
ら
固
原
兵
備
へ
昇
進
し
た
。
石
茂
華
は
さ
ら
に
洮
州
と
河
州
の
二
人

の
参
将
劉
世
英
・
陳
堂
に
も
協
力
す
る
よ
う
に
諭
し
た
。
蘭
州
参
将
徐
勲
・
岷
州
守

備
朱
憲
・
旧
洮
州
操
守
史
経
の
各
部
隊
が
そ
ろ
っ
た
こ
ろ
、
四
月
一
一
日
に
な
っ
て
、

官
軍
は
下
沙
麻
（
シ
ャ
ー
サ
マ
）
な
ど
の
部
族
か
ら
、
略
奪
さ
れ
た
家
畜
、
羊
一
六
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〇
頭
・
馬
七
頭
・
牛
三
八
頭
を
得
た
。
し
か
し
番
族
の
頭
領
古
六
（
グ
ー
ロ
）
は
古

巣
に
帰
っ
た
あ
と
、
略
奪
の
首
謀
者
を
捕
ま
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
を
み
て
陳
堂
は
兵

を
率
い
て
、
夜
、
開
家
寺
に
宿
泊
し
た
。
劉
世
英
は
グ
ー
ロ
が
帰
っ
た
こ
と
を
知
り
、

陳
堂
の
部
隊
も
迫
っ
て
き
た
の
を
見
て
、
楊
臻
・
張
演
と
相
談
し
て
シ
ャ
ー
サ
マ
部

族
の
頭
目
を
捕
獲
し
よ
う
と
決
め
た
。
こ
の
際
、
臨
鞏
道
と
蘭
州
参
将
徐
勲
が
す
べ

て
臨
洮
に
集
ま
っ
た
と
聞
い
た
劉
伯
燮
は
、
ほ
か
の
部
隊
と
合
流
し
て
戦
う
た
め

に
、
さ
ら
に
斥
候
を
出
し
、
一
八
日
の
深
夜
に
番
族
に
奇
襲
を
か
け
る
と
決
め
た
。

鶏
が
い
ま
だ
鳴
か
ず
、
番
族
が
い
ま
だ
眠
っ
て
い
る
時
、
大
軍
が
突
然
現
わ
れ
、
前

後
に
放
火
し
た
。「
一
族
は
驚
い
て
泣
き
」、
腕
力
の
あ
る
者
は
手
向
か
っ
た
が
、
官

軍
に
殺
さ
れ
た
。
こ
の
戦
で
は
三
〇
人
の
首
を
切
り
、
老
弱
男
女
お
よ
び
牛
馬
の
焼

け
死
ん
だ
も
の
は
数
え
切
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
撤
兵
す
る
前
に
、
陳
堂
は
昔
の
恨

み
を
思
い
出
し
、
か
つ
自
分
の
六
〇
〇
人
の
精
鋭
部
隊
と
号
す
る
も
の
は
、
実
際
に

は
三
〇
〇
人
し
か
お
ら
ず
、
斬
っ
た
首
も
一
つ
し
か
な
い
の
で
、
功
績
が
少
な
く
名

誉
が
得
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
劉
世
英
と
楊
臻
ら
が
率
い
た
官
軍
は
一
五
〇
〇
人
、

朱
憲
が
率
い
た
官
軍
は
五
〇
〇
人
、
史
経
が
率
い
た
官
軍
は
三
〇
〇
人
で
、
勝
ち

取
っ
た
功
績
は
陳
堂
よ
り
多
い
こ
と
に
思
い
至
っ
た
。
そ
こ
で
ま
だ
撤
兵
の
信
号
が

出
さ
れ
な
い
の
に
先
に
撤
退
し
始
め
た
。
こ
の
時
、
朱
憲
・
史
経
の
部
隊
は
、
陳
堂

の
部
隊
が
撤
兵
し
た
の
を
知
ら
ず
に
、
首
を
捜
し
に
集
落
に
入
っ
て
い
っ
た
。
山
に

潜
ん
で
い
た
隣
の
番
族
は
、
虚
を
つ
い
て
、
朱
憲
と
史
経
の
部
隊
を
包
囲
攻
撃
し
た
。

朱
憲
・
史
経
は
包
囲
さ
れ
た
さ
い
、
自
ら
数
名
の
番
族
兵
を
殺
し
、
敵
を
罵
倒
し
、

最
後
に
矢
が
な
く
な
り
殺
さ
れ
た
。
本
来
は
大
き
な
勝
利
を
収
め
た
は
ず
の
戦
役

は
、
官
軍
同
士
の
不
和
で
二
人
の
将
校
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
万
暦
帝

は
こ
れ
を
聞
い
て
大
い
に
驚
き
、「
機
を
見
て
行
動
し
、
必
ず
地
方
を
平
定
せ
よ
」

と
責
め
て
き
た
。
石
茂
華
も
痛
烈
な
打
撃
を
も
っ
て
威
厳
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
番
族

の
騒
擾
を
平
定
で
き
な
い
と
考
え
た
。
け
れ
ど
も
、
番
族
の
集
落
は
高
い
崖
や
、
樹

木
が
生
え
茂
る
場
所
に
あ
る
の
で
、
十
万
の
軍
隊
で
も
手
が
出
せ
な
い
。
し
か
も
一

旦
出
兵
す
れ
ば
、
番
族
は
前
も
っ
て
こ
れ
を
知
り
、
防
備
が
で
き
て
し
ま
う
。
そ
れ

で
石
茂
華
は
、
ま
ず
帰
順
す
る
よ
う
説
得
す
べ
き
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
番
族
は
地

形
が
険
し
い
こ
と
を
恃
み
、「
賞
与
を
も
ら
っ
て
も
こ
れ
を
恩
義
と
せ
ず
、
金
品
を

も
ら
い
に
き
た
と
思
え
ば
、
す
ぐ
に
略
奪
に
出
か
け
た
」。
劉
伯
燮
は
「
こ
れ
を
誘

い
出
し
て
殺
す
」
構
想
を
提
示
し
、
総
督
に
認
め
ら
れ
た
。
五
月
一
三
日
前
後
、
階

州
守
備
範
撫
は
部
隊
を
率
い
て
番
族
の
拠
点
で
あ
る
山
峒
峪
・
栗
子
荘
・
夏
後
頭
な

ど
か
ら
引
き
上
げ
た
。
一
五
日
目
に
な
っ
て
、
各
番
族
は
官
軍
が
す
で
に
撤
兵
し
た

と
思
い
、
大
人
数
で
西
関
の
市
に
な
だ
れ
込
み
、
略
奪
を
し
た
う
え
、
張
雷
と
、
楊

恕
の
妻
王
氏
な
ど
軍
人
・
民
を
殺
し
た
。
こ
れ
は
現
地
の
軍
人
と
民
の
怒
り
を
引
き

起
こ
し
た
。
劉
伯
燮
は
軍
令
を
出
し
て
、
官
軍
を
集
合
さ
せ
て
侵
犯
者
を
殺
し
、
陣

地
を
守
り
な
が
ら
戦
っ
た
。
石
茂
華
は
陝
西
総
兵
孫
国
臣
・
標
下
游
撃
張
京
な
ど
に

転
任
を
命
じ
て
、
劉
世
英
ら
と
合
流
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
轄
の
兵
、
計
五
千
人
余

を
引
率
し
て
討
伐
に
い
か
せ
た
。
こ
の
な
か
で
は
総
兵
孫
国
臣
の
率
い
る
固
原
軍
が

特
に
た
く
ま
し
く
、
直
に
山
峒
峪
族
の
前
に
進
入
し
た
。
劉
伯
燮
の
部
隊
は
、
黄
鹿

寨
の
外
で
彼
ら
と
お
互
い
の
存
在
を
認
め
あ
っ
た
。
同
時
に
、
文
県
守
備
馬
縄
武
の

部
隊
に
命
じ
て
、
文
県
の
簡
道
を
通
っ
て
二
王
家
山
に
入
り
、
文
県
の
四
部
族
を
討

伐
し
、
二
〇
〇
年
以
上
の
間
、
の
ぼ
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
番
族
の
巣
窟
に
入
ら
せ

た
。
こ
の
戦
で
は
、
大
軍
が
四
方
か
ら
包
囲
し
て
攻
撃
し
、
首
を
あ
わ
せ
て
二
二
三

切
っ
た
。
矢
砲
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
者
も
あ
る
が
、
山
が
険
し
い
の
で
そ
の
首
を
探

せ
な
か
っ
た
。
焼
け
死
ん
だ
者
は
数
え
切
れ
な
い
。
こ
の
戦
に
よ
り
、
山
峒
峪
・
栗

子
荘
の
二
部
族
は
徹
底
的
に
焼
か
れ
て
消
滅
し
、
残
り
の
人
々
は
山
の
森
に
逃
げ
込

ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
官
軍
は
死
亡
者
4
人
、
重
傷
を
負
っ
た
の
は
三
〇
人
以
下
で

あ
っ
た
。
完
勝
と
い
っ
て
よ
い
成
果
で
、
洮
州
で
将
校
が
殺
さ
れ
た
恥
を
す
す
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。

以
上
の
過
程
は
、
瞿
宣
頴
が
引
用
し
た
『
明
史
・
西
域
伝
』
が
記
す
主
な
内
容
で

あ
る
。
劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
ほ
ど
詳
し
く
な
い
が
、
事
件
の
発
生
を
万
暦
三
年
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に
推
定
で
き
た
根
拠
で
あ
っ
た
。『
明
史
・
西
域
伝
』
で
は
、
戦
は
こ
れ
で
一
件
落

着
で
あ
る
が
、
劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
に
は
続
き
が
あ
る
。

五
月
の
包
囲
討
伐
の
あ
と
、
各
番
族
は
と
も
に
ス
ー
ラ
・
ザ
ー
ゾ
タ
部
族
の
と
こ

ろ
に
撤
退
し
、
巴
舍
哈
（
バ
ー
シ
ェ
ハ
）・
曾
卜
結
（
ゼ
ン
ブ
ジ
ェ
）
な
ど
と
連
合
し
、

ま
も
な
く
各
地
で
ま
た
略
奪
な
ど
を
始
め
た
。
洮
州
参
将
事
都
司
楊
継
芳
・
旧
洮
州

操
守
洪
恩
な
ど
は
昼
夜
状
況
を
探
り
、
動
向
を
把
握
し
た
。
現
地
は
寒
さ
が
厳
し
い

の
で
、
八
、
九
月
ご
ろ
裸
麦
や
豆
が
熟
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
番
族
の
人
た
ち
は
必

ず
取
り
入
れ
に
帰
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
八
月
の
う
ち
に
、
石
茂
華
は
総
兵
孫
国
臣
・

蘭
州
参
将
董
大
衆
・
固
原
東
西
游
撃
李
東
晹
・
陳
守
義
に
転
任
・
討
伐
を
命
じ
た
。

劉
伯
燮
は
先
頭
と
な
り
、
鞏
昌
衛
経
歴
龔
效
成
・
典
史
張
弾
に
そ
れ
ぞ
れ
要
害
を
守

ら
せ
、
総
兵
孫
国
臣
と
秀
石
関
で
合
流
し
た
う
え
、
必
勝
を
誓
う
儀
式
を
行
っ
た
。

画
面
に
あ
る
「
総
兵
大
営
」
と
い
う
標
題
が
書
か
れ
た
と
こ
ろ
が
「
必
勝
を
誓
う
儀

式
」
の
行
わ
れ
た
会
場
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

九
月
一
五
日
、
洮
州
よ
り
出
兵
し
、
一
六
日
、
番
族
の
集
落
に
入
り
、
包
囲
し
て

殲
滅
し
た
。
董
大
衆
・
李
東
晹
・
朱
清
な
ど
二
千
余
人
は
南
西
に
ま
わ
っ
て
ス
ー
ラ

と
サ
ン
ド
な
ど
の
部
族
を
攻
撃
し
た
。
陳
守
義
・
楊
継
芳
・
洪
恩
な
ど
二
千
余
人
は

西
に
向
か
っ
て
ザ
ー
ゾ
タ
と
ロ
ボ
な
ど
の
部
族
を
襲
い
、
総
兵
孫
国
臣
は
一
人
、
千

人
を
率
い
て
バ
ー
シ
ェ
ハ
部
族
の
山
頂
に
駐
屯
し
、
両
方
を
応
援
し
た
。
劉
伯
燮
は

岷
州
守
備
徐
文
顕
と
と
も
に
三
百
人
を
つ
れ
て
旧
洮
州
城
外
の
西
南
山
頂
に
駐
屯
し

た
。
こ
の
と
き
討
伐
さ
れ
た
番
族
は
「
グ
ア
ン
ロ
族
」
を
除
い
て
、
す
べ
て
標
題
に

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
「
平
番
得
勝
図
巻
」
に
あ
る
「
入
族
囲
殺
」
の
段
は
九

月
一
五
日
の
戦
を
描
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

戦
い
の
際
に
は
「
殺
気
が
空
を
遮
り
、
南
西
へ
横
切
り
、
紫
気
が
辰
時
か
ら
申
時

ま
で
散
ら
ず
、
二
〇
里
に
わ
た
っ
た
」。「
官
軍
が
協
力
し
て
戦
い
、
あ
わ
せ
て
首
を

一
四
一
切
り
、
焼
け
死
ん
だ
も
の
は
九
〇
〇
あ
ま
り
、
器
物
は
数
え
切
れ
ず
、
犏

牛
・
番
馬
は
数
十
群
を
捕
獲
し
、
番
族
の
家
は
空
に
な
っ
た
」。「
七
一
部
族
が
次
か

ら
次
へ
と
白
旗
を
か
か
げ
て
降
伏
し
て
き
た
」。「
再
び
騒
乱
を
起
こ
さ
な
い
と
称
し

た
」。
こ
こ
の
記
述
は
『
明
史
・
西
域
伝
』
に
あ
る
「
斬
首
一
四
〇
余
、
焼
け
死
ん

だ
者
は
九
〇
〇
余
人
」
お
よ
び
「
来
降
者
七
一
族
」
と
の
記
述
に
も
ぴ
っ
た
り
合
っ

て
い
る
。

こ
の
戦
い
の
あ
と
石
茂
華
は
、
番
族
は
痛
手
を
負
っ
た
が
、
現
地
の
官
軍
は
長
い

間
弱
体
が
続
い
て
い
た
の
で
、
番
族
は
必
ず
巻
き
返
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
家
来
を
三
〇
〇
名
残
し
て
守
衛
に
当
た
ら
せ
、「
巡
撫
の
董
公
と
と
も
に
将

来
の
こ
と
を
一
心
に
考
え
て
、
守
備
を
参
将
に
昇
格
さ
せ
、
そ
の
権
を
重
く
し
、
軍

隊
の
食
糧
を
充
実
さ
せ
、
城
砦
の
修
繕
を
行
い
、
崖
を
取
り
除
い
て
関
所
を
構
築
し

た
。
往
来
を
禁
じ
、
伐
木
・
採
集
に
関
す
る
規
定
を
制
定
し
た
。
す
べ
て
が
整
え
ら

れ
、
声
望
は
鳴
り
響
い
た
」。
丙
子
年
の
正
月
二
六
日
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
、
劉

伯
燮
が
凱
旋
し
た
。
二
月
一
四
日
以
降
、
臨
鞏
参
将
張
憲
と
、
洮
州
・
河
州
の
参
将

二
人
は
、
規
律
を
正
そ
う
と
、
み
ず
か
ら
峠
に
赴
き
、
番
族
に
首
謀
者
を
出
す
よ
う

に
迫
っ
た
。
こ
の
と
き
、
番
族
は
、
ま
ず
四
人
の
首
を
切
っ
て
差
し
出
し
、
さ
ら
に

馬
・
牛
・
羊
な
ど
を
献
上
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
を
ま
も
り
、
互
い
に
永
遠
に
侵

犯
し
な
い
」
と
約
束
し
た
。
洮
州
に
お
け
る
番
族
の
騒
擾
は
こ
れ
で
完
全
に
平
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
六
月
二
六
日
、
階
州
と
文
州
の
番
族
が
、
山
林
の
な
か
で
き
こ
り

を
さ
ら
っ
た
と
、
歩
哨
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
参
将
趙
憲
副
と
游
撃
師
範
は
中
軍
百

戸
を
率
い
て
、
栗
子
荘
の
集
落
に
到
っ
て
放
火
、
包
囲
殲
滅
し
、
四
〇
人
の
首
を

切
っ
た
。
孟
孝
臣
、
王
之
土
は
ま
た
、
高
所
に
陣
取
っ
て
下
を
見
お
ろ
し
、
応
援
に

き
た
夏
後
頭
等
の
番
族
を
射
殺
し
た
。
番
族
は
ひ
ざ
ま
ず
い
て
降
伏
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
阿
木
（
ア
ム
）
族
の
王
倉
節
と
そ
の
頭
目
挑
牙
が
降
伏
し
、
軍
門
の
役
所
へ
行
っ

て
夷
族
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
尽
力
し
た
い
と
願
っ
た
。
水
溝
の
番
族
、
七
麻
な
ど
趙

家
坪
に
住
む
番
族
、
木
列
な
ど
禄
嶺
に
住
む
番
族
や
古
酋
な
ど
は
積
極
的
に
穀
物
を

貢
納
し
よ
う
と
し
た
。
ア
ム
族
は
兵
二
〇
名
を
差
し
出
そ
う
と
申
し
出
た
。
山
峒

峪
・
駱
駝
塩
・
麦
纏
坪
・
二
王
家
山
・
文
県
の
四
族
と
討
伐
し
き
れ
な
か
っ
た
栗
子

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 「標題」から『平番得勝図巻』を読む（陳）171

荘
な
ど
の
一
五
番
族
は
、
み
な
続
々
と
降
伏
し
て
き
て
、
軍
隊
の
召
集
に
応
じ
、
食

糧
を
収
め
る
と
約
束
し
た
。「
甲
戌
の
冬
か
ら
丙
子
の
冬
に
い
た
る
ま
で
、
巡
撫
が

三
度
交
代
し
、
都
司
・
道
台
・
参
将
・
守
備
も
再
三
変
更
さ
れ
た
。
終
始
こ
の
こ
と

に
あ
た
っ
た
の
は
軍
門
で
あ
る
石
恭
襄
及
び
孫
総
兵
の
み
で
あ
る
」。

七
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
と
『
平
番
紀
事
』
の
関
連
性

画
面
中
に
標
題
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、『
平
番
得
勝
図
巻
』
を
解
読
す
る
う
え
で
、

明
確
な
根
拠
が
生
ま
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
図
巻
と
、
劉
伯
燮
の
著
し
た
『
平
番
紀
事
』

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
。

　

劉
伯
燮
、
号
は
小
鶴
、
湖
広
孝
感
の
人
。
兄
の
大
鶴
と
一
緒
に
郷
試
で
合
格

し
、
戊
辰
年
に
進
士
と
な
っ
た
。
万
暦
三
年
に
参
議
の
身
分
で
隴
右
を
守
っ
た
。

己
に
厳
し
く
、
出
費
を
節
約
し
、
部
下
を
束
ね
、
民
を
利
し
た
。
数
ヶ
月
の
う

ち
に
気
風
を
正
し
、
面
目
を
一
変
し
た
。
人
材
の
選
出
に
つ
い
て
熟
慮
し
、
二

〇
人
を
選
ん
で
、
自
ら
講
義
と
試
験
を
行
い
、
寒
い
と
き
も
暑
い
と
き
も
休
む

こ
と
が
な
か
っ
た
。
文
廟
に
参
り
、
そ
の
制
度
が
正
し
く
な
い
こ
と
に
気
づ
い

て
、
建
て
直
し
に
尽
力
し
た
と
こ
ろ
、
科
挙
に
受
か
る
人
が
多
く
出
た
。
ま
た

城
廓
・
塹
壕
と
楼
橹
・
器
具
な
ど
、
軍
備
の
長
年
廃
れ
て
い
た
も
の
を
、
き
ち

ん
と
整
え
一
新
し
た（

（2
（

。

『
平
番
紀
事
』
に
あ
る
「
帝
が
策
を
講
じ
て
退
治
し
、
地
方
を
平
定
せ
よ
と
命
令

し
た
」
と
い
う
記
録
の
あ
と
、
乙
亥
年
の
春
二
月
、
劉
伯
燮
は
「
分
守
隴
右
参
議
か

ら
固
原
兵
備
に
昇
進
」
し
、
軍
門
で
あ
る
石
茂
華
の
優
れ
た
補
佐
官
と
し
て
、
直
接

戦
闘
に
参
加
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
策
士
と
し
て
も
働
い
た
。『
平
番
紀
事
』
の
記

述
は
、『
明
史
・
西
域
伝
』
以
下
、『
鞏
昌
府
志
』『
固
原
州
志
』
な
ど
と
符
合
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
平
番
紀
事
』
と
『
明
史
・
西
域
伝
』
及
び
関
連
の
地
方
志

と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
。

『
明
史
』
の
編
纂
は
六
〇
年
間
に
わ
た
る
事
業
で
あ
っ
た
。
清
康
熙
一
八
年
（
一

六
七
九
）
よ
り
、
徐
元
文
を
監
修
と
し
て
『
明
史
』
を
編
纂
し
始
め
た
と
み
て
も
、

平
番
の
戦
い
が
終
了
し
た
明
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）
と
の
間
に
は
百
年
以
上
の
時

間
が
あ
る
。『
明
史
・
西
域
伝
』
の
平
番
に
関
す
る
記
事
は
、
何
に
基
づ
い
て
書
か

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
諸
資
料
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
劉
伯
燮
の
『
平
番
紀
事
』
を
底

本
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
関
連
す
る
地
方
志
は
み
な
、
事
件
に
多
少
触
れ

て
い
る
だ
け
で
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
な
く
、
細
か
い
情
報
は
な
い
。『
明
史
・
西

域
伝
』
の
な
か
の
平
番
に
関
す
る
記
述
は
、
編
纂
官
た
ち
が
『
平
番
紀
事
』
を
根
拠

に
こ
れ
を
縮
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
平
番
と
い
う
歴
史
的
事

件
に
つ
い
て
簡
単
な
因
果
関
係
の
み
を
記
し
た
だ
け
で
、
最
後
の
戦
い
ま
で
完
全
に

記
述
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
さ
ら
に
最
後
の
戦
い
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、
そ
れ
よ
り
前

の
主
要
な
戦
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
編
纂
官
の
史
料
選
別
に
問

題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
編
纂
官
は
、
事
件
を
万
暦
二
年
の
あ
と
に
置
い
た

が
、
叙
述
を
整
え
る
際
に
、
具
体
的
な
時
期
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
事
件
の

あ
ら
す
じ
は
明
白
で
あ
る
が
、
要
と
な
る
事
件
が
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
っ
た
時
期
が
不
明

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
平
番
紀
事
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
万
暦
三
年
四
月
一
一
日
の
戦
い
に
際
し
て

「
石
公
は
、
洮
州
・
河
州
の
二
人
の
参
将
劉
世
英
・
陳
堂
に
、
協
力
し
て
こ
と
に
当

た
る
よ
う
諭
し
、
蘭
州
参
将
徐
勲
・
岷
州
守
備
朱
憲
・
旧
洮
州
操
守
史
経
ら
の
部
隊

が
近
く
に
来
る
に
及
び
、
楊
臻
ら
が
合
流
す
る
の
を
待
っ
て
、
草
地
に
宿
営
し
て
い

た
グ
ー
ロ
兄
弟
を
追
撃
さ
せ
た
」。
標
題
に
は
「
向
導
指
揮
楊
臻
」「
原
任
参
将
徐
勳

攻
破
」
と
あ
る
。
五
月
一
三
日
前
後
、「
石
公
は
、
陝
西
総
兵
孫
国
臣
、
標
下
游
撃

張
京
な
ど
に
転
任
を
命
じ
て
、
劉
世
英
た
ち
に
合
流
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
轄
の
合
計

五
千
人
余
り
を
引
率
し
て
討
伐
に
い
か
せ
た
。」。「
私
は
黄
鹿
寨
の
外
で
彼
ら
と
お

互
い
の
存
在
を
認
め
あ
っ
た
」、「
洮
州
参
将
事
都
司
楊
継
芳
・
旧
洮
州
操
守
洪
恩
な

ど
は
昼
夜
状
況
を
探
っ
た
」。「
八
月
に
、
石
茂
華
は
総
兵
孫
国
臣
・
蘭
州
参
将
董
大

衆
・
固
原
東
西
游
撃
李
東
晹
・
陳
守
義
に
転
任
・
討
伐
を
命
じ
た
」。「
私
は
先
頭
と
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な
り
、
鞏
昌
衛
に
経
歴
龔
效
成
・
典
史
張
弾
を
分
遣
し
て
要
害
を
守
ら
せ
、
総
兵
孫

国
臣
と
秀
石
関
で
合
流
し
た
う
え
、
必
勝
を
誓
う
儀
式
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
九
月

一
五
日
、
洮
州
よ
り
出
兵
し
、
一
六
日
、
族
の
集
落
に
入
っ
て
包
囲
殲
滅
し
た
」。「
董

大
衆
・
李
東
晹
・
中
軍
朱
清
な
ど
二
千
余
人
は
南
西
に
ま
わ
っ
て
ス
ー
ラ
と
サ
ン
ド

な
ど
の
部
族
を
攻
撃
し
た
。
陳
守
義
・
楊
継
芳
・
洪
恩
な
ど
二
千
余
人
は
西
に
向

か
っ
て
ザ
ー
ゾ
タ
と
ロ
ボ
な
ど
の
部
族
を
襲
い
、
総
兵
孫
国
臣
は
一
人
、
千
人
を
率

い
て
バ
ー
シ
ェ
ハ
部
族
の
山
頂
に
駐
屯
し
、
両
方
を
応
援
し
た
。
劉
伯
燮
は
岷
州
守

備
徐
文
顕
と
と
も
に
三
〇
〇
人
を
つ
れ
て
旧
洮
州
城
外
の
西
南
山
頂
に
駐
屯
し
た
」。

こ
の
記
述
に
あ
る
戦
の
な
か
で
、
石
茂
華
（
軍
門
）・
劉
伯
燮
・
孫
国
臣
・
楊
継
芳
・

洪
恩
・
董
大
衆
・
李
東
晹
・
陳
守
義
・
朱
清
は
全
員
標
題
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

よ
り
前
に
触
れ
ら
れ
た
楊
臻
と
徐
勳
を
加
え
る
と
一
一
人
に
な
る
。
す
な
わ
ち
標
題

に
あ
っ
た
合
計
一
六
人
の
う
ち
、
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
原
任
守
備
苗
永
恩
・

原
任
都
司
張
九
功
・
原
任
守
備
蒋
松
・
原
任
守
備
張
応
祥
・
原
任
副
総
兵
種
継
で
、

彼
ら
の
共
通
点
は
「
原
任
」
で
あ
っ
た
。
同
じ
「
原
任
」
で
あ
っ
た
原
任
参
将
朱
清

と
原
任
参
将
徐
勳
は
『
平
番
紀
事
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
標

題
の
人
名
の
末
尾
に
、
朱
清
と
徐
勳
に
つ
い
て
は
、「
攻
破
」
と
い
う
二
字
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
一
つ
の
ル
ー
ル
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り

具
体
的
な
功
績
の
な
い
「
原
任
」
は
戦
の
記
述
に
現
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
紀
事
」

の
慣
例
に
符
合
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
平
番
得
勝
図
巻
』
で
は
逆
に
、
功
績

の
な
か
っ
た
「
原
任
」
将
校
の
標
題
も
あ
る
。
こ
れ
は
図
巻
の
作
成
目
的
に
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
平
番
紀
事
』
が
九
月
一
六
日
の
戦
い
に
つ
い
て
記
す
、「
南
西
に
ま
わ
っ
て
ス
ー

ラ
と
サ
ン
ド
な
ど
の
部
族
を
攻
撃
し
た
」「
西
に
向
か
っ
て
ザ
ー
ゾ
タ
と
ロ
ボ
な
ど

の
部
族
を
襲
っ
た
」
こ
と
な
ど
は
み
な
、
標
題
に
書
か
れ
て
い
る
。
唯
一
「
グ
ア
ン

ロ
族
」
だ
け
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。「
総
兵
一
人
が
千
人
を
率
い
て
バ
ー
シ
ェ
ハ

部
族
の
山
頂
に
駐
屯
し
、
両
方
を
応
援
し
た
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
画
面
に

は
「
バ
ー
シ
ェ
ハ
族
番
賊
」
と
い

う
標
題
の
上
方
に
威
風
堂
々
と
し

た
「
総
兵
大
営
」
が
描
か
れ
て
い

る
（
図
12
）。

『
平
番
紀
事
』
と
『
平
番
得
勝

図
巻
』
と
の
関
係
は
、
劉
伯
燮
が

『
平
番
紀
事
』
を
著
す
目
的
か
ら

も
う
か
が
え
る
。
劉
伯
燮
は
平
番

の
過
程
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し

て
い
る
。「
甲
戌
の
冬
か
ら
丙
子

の
冬
に
い
た
る
ま
で
、
巡
撫
が
三

度
交
代
し
、
都
司
・
道
台
・
参

将
・
守
備
も
再
三
変
更
さ
れ
た
。

終
始
こ
の
こ
と
に
あ
た
っ
た
の
は

軍
門
で
あ
る
石
恭
襄
及
び
孫
総
兵

の
み
で
あ
る
」。『
平
番
紀
事
』
の

中
に
は
、「
軍
門
」
あ
る
い
は
「
石

公
」
に
触
れ
た
個
所
が
合
計
一
四

あ
る
。
劉
伯
燮
は
、
軍
門
石
茂
華

が
平
番
の
戦
い
を
組
織
・
指
揮
し

た
功
績
に
対
し
て
十
分
な
敬
意
を
表
し
、
石
茂
華
こ
そ
「
終
始
こ
の
こ
と
に
あ
た
っ

て
き
た
」
人
物
だ
と
見
な
し
て
い
た
。「
万
暦
甲
戌
の
春
、
毅
庵
石
恭
襄
公
茂
華
が

命
を
受
け
て
総
督
と
し
て
陝
西
に
や
っ
て
来
て
、
真
っ
先
に
辺
境
の
将
校
や
官
吏
に

空
言
で
物
事
を
ご
ま
か
す
の
を
禁
じ
、
実
効
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
た
」
と
い
う
、
平

番
の
開
始
を
語
る
書
き
方
か
ら
も
劉
伯
燮
の
軍
門
石
茂
華
に
対
す
る
敬
意
が
わ
か

る
。
一
方
『
平
番
得
勝
図
巻
』
で
は
最
初
の
軍
門
の
出
兵
か
ら
、
末
尾
の
軍
門
に
よ 図12
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る
賞
功
に
至
る
ま
で
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
軍
門
で
あ
る
石
茂
華
の
容
姿
や
威
厳

が
強
調
さ
れ
る
（
図
13
）。
こ
こ
か
ら

こ
の
図
巻
が
明
ら
か
に
軍
門
石
茂
華
を

称
え
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
茂
華
に
つ
い
て

は
、『
固
原
州
志
』
巻
三
八
に
、
下
記

の
独
立
し
た
記
録
が
あ
り
、「
州
の
士

人
が
こ
れ
を
称
え
、
名
宦
祠
に
入
れ
る

こ
と
を
申
請
し
た
」
と
い
う
記
述
も
あ

る
。

石
茂
華
（
一
五
二
一
─
八
三
）、

字
は
君
采
、
号
は
毅
庵
、
明
代
中

期
の
大
臣
で
、
益
都
（
現
在
の
青

州
）
人
で
あ
っ
た
。
嘉
靖
二
三
年

（
一
五
四
四
）
に
進
士
と
な
り
、

浚
県
（
現
在
河
南
省
に
属
す
る
）

の
知
事
に
任
じ
ら
れ
た
。
時
に
年

わ
ず
か
に
二
三
歳
。
訴
訟
案
件
を

処
理
し
、
公
正
に
し
て
明
快
と
称

え
ら
れ
た
。
黄
河
の
氾
濫
に
際
し

て
は
、
自
ら
工
人
を
率
い
て
堤
防

の
構
築
に
当
た
っ
た
。
揚
州
（
現

在
の
揚
州
市
）
知
府
の
在
任
中
、

倭
寇
が
江
淮
地
域
に
侵
犯
し
た
と

き
、
厳
嵩
の
義
子
で
あ
る
趙
文
華

の
妨
害
を
退
け
、
揚
州
を
襲
っ
た
倭
寇
を
退
治
し
た
。
後
に
山
西
按
察
副
使
・

河
南
副
使
・
陝
西
参
政
・
按
察
使
を
歴
任
し
た
。
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
都

察
院
右
僉
都
御
史
に
昇
格
、
巡
撫
甘
粛
・
山
西
と
な
っ
た
。
万
暦
元
年
（
一
五

七
三
）
都
察
院
右
都
御
史
と
な
り
、
総
督
陝
西
三
辺
軍
務
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、

数
回
に
わ
た
っ
て
内
外
の
騒
擾
を
平
定
し
、
朝
廷
か
ら
褒
奨
を
う
け
た
。
つ
い

で
兵
部
尚
書
・
掌
南
京
都
察
院
事
と
な
っ
た
。
陝
西
・
甘
粛
地
区
を
巡
察
し
た

際
、
現
地
の
大
飢
饉
に
会
い
、
朝
廷
に
役
務
や
税
金
の
免
除
を
申
請
し
、
倉
庫

の
備
蓄
を
出
し
て
救
済
に
あ
た
っ
た
。
過
労
に
よ
っ
て
病
と
な
り
、
血
を
吐
い

て
死
ん
だ
。
太
子
少
保
を
贈
ら
れ
、「
恭
襄
」
の
謚
を
賜
っ
た
。

以
上
、『
平
番
紀
事
』
と
『
平
番
得
勝
図
巻
』
の
両
者
は
、
同
じ
目
的
と
、
同
じ

主
要
な
賞
賛
す
る
対
象
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
伝
記
は
事
実
を

述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
容
姿
は
載
せ
ら
れ
な
い
。
詩
文
は
美
し
さ
を
詠
む
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
形
象
は
備
え
ら
れ
な
い
。
図
画
を
つ
く
れ
ば
、
こ
れ
を
兼
ね
ら
れ

る
（
（2
（

」「
物
を
宣
伝
す
る
に
、
文
章
よ
り
長
け
て
い
る
も
の
は
な
く
、
形
を
残
す
に
、

絵
画
よ
り
優
れ
て
い
る
も
の
は
な
い

（
（2
（

」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
章
と
絵
画
と
で
は
、

基
本
原
則
が
異
な
る
か
ら
、
互
い
の
内
容
の
完
全
な
一
致
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の

差
は
、
画
家
の
構
想
と
絵
画
表
現
の
限
界
性
に
よ
っ
て
も
生
ま
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

同
じ
時
期
に
起
き
た
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
、『
平
番
紀
事
』
は
、
事
件
の
由
来
や

過
程
を
重
視
し
、
戦
功
や
、
拿
捕
の
内
容
と
過
程
を
具
体
的
に
詳
し
く
記
述
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
『
平
番
得
勝
図
巻
』
は
、
簡
略
に
し
て
総
括
的
で
あ
り
、
そ
の
歴
史

過
程
に
あ
っ
た
豊
か
で
多
種
多
様
な
細
部
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
、
関
連
す
る
城
の

形
状
や
山
川
、
橋
を
も
で
き
る
限
り
描
き
出
し
て
、『
平
番
紀
事
』
の
不
足
を
補
っ

た
。
目
標
は
同
じ
で
あ
る
が
、
手
法
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

長
所
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

あ
る
い
は
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
絵
師
は
「
平
番
得
勝
図
巻
」

の
製
作
に
あ
た
り
、『
平
番
紀
事
』
を
参
照
し
、
注
文
者
の
別
の
要
求
に
応
じ
て
新

図13

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 174（　 ）

た
な
ア
レ
ン
ジ
も
加
え
、
絵
画
の
ル
ー
ル
に
合
致
し
た
構
想
や
画
面
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
し
た
、
と
。

〔
注
〕

（
1
）		

陳
履
生
「
紀
功
与
記
事
：
明
人
『
抗
倭
図
巻
』
研
究
」（『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』

二
〇
一
一
年
第
二
期
）。

（
2
）		

朱
啓
鈐
（
一
八
七
二
─
一
九
六
四
）
本
籍
は
貴
州
開
陽
、
字
は
桂
辛
。
晚
年
は
蠖

公
を
号
と
し
、
人
々
か
ら
桂
老
と
呼
ば
れ
た
。
一
八
七
二
年
に
河
南
省
信
陽
に
生
ま

れ
、
中
国
営
造
学
社
の
創
始
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
生
は
清
末
・
北
洋
政
府
・
民
国
・

日
本
勢
力
に
支
え
ら
れ
た
政
権
・
新
中
国
と
い
う
五
つ
の
歴
史
的
な
時
期
に
わ
た
っ

た
。
光
緒
期
の
挙
人
で
、
一
九
〇
三
年
に
京
師
大
学
堂
訳
書
館
監
督
を
務
め
た
の
を

は
じ
め
、
北
京
城
内
警
察
総
監
・
東
三
省
蒙
務
局
督
弁
・
津
浦
路
北
段
総
弁
な
ど
を

歴
任
し
た
。
一
九
一
二
年
七
月
よ
り
交
通
部
総
長
、
一
九
一
三
年
八
月
に
代
理
国
務

総
理
、
し
ば
ら
く
し
て
内
務
部
総
長
に
就
任
し
た
。
一
九
一
四
年
よ
り
京
都
市
政
督

弁
を
兼
ね
、
一
九
一
九
年
に
は
南
北
講
和
の
北
方
総
代
表
を
務
め
た
。
講
和
が
決
裂

し
て
か
ら
政
界
か
ら
引
退
し
、
天
津
・
上
海
に
移
り
住
ん
だ
。
一
九
二
〇
年
に
『
四

庫
全
書
』
の
印
刷
監
督
を
担
当
し
た
。
ま
た
中
国
営
造
学
社
を
設
立
し
、
自
ら
社
長

と
な
っ
た
。
著
作
に
『
蠖
園
文
存
』『
存
素
堂
糸
繍
録
』『
女
紅
伝
徴
略
』『
糸
繍
筆
記
』

『
芋
香
録
詩
』『
清
内
府
刻
糸
書
画
考
』『
清
内
府
刺
繍
書
画
考
』『
漆
書
』
等
が
あ
る
。

（
3
）		

張
新
梧
は
不
詳
。
二
〇
一
〇
年
、
北
京
匡
時
競
売
会
社
が
売
り
出
し
た
顔
世
清
（
民

国
）
の
「
秋
槎
図
」（
一
九
二
四
年
）
に
「
範
陽
張
新
梧
過
目
之
印
」
が
あ
っ
た
。

（
4
）		

瞿
宣
頴
（
一
八
九
四
─
一
九
七
三
）（
一
説
は
一
八
九
二
─
一
九
六
八
）、
別
名
は

益
鍇
、
字
は
兌
之
、
略
し
て
サ
イ
ン
す
る
と
き
は
「
兌
」
の
一
字
に
し
た
。
号
は
銖

庵
で
、
晚
年
に
は
蜕
廠
、
蜕
園
と
号
し
た
。本
籍
は
湖
南
省
善
化
（
今
長
沙
市
）
で
あ
っ

た
。
清
末
の
軍
機
大
臣
瞿
鴻
禨
の
子
で
、
上
海
の
復
旦
大
学
を
卒
業
し
た
。
若
年
よ

り
北
洋
政
府
国
務
院
秘
書
・
国
史
編
纂
処
処
長
・
印
鋳
局
局
長
・
湖
北
省
政
府
秘
書

長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
後
に
南
開
大
学
・
燕
京
大
学
・
清
華
大
学
・
輔
仁
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
た
。
著
作
に
『
漢
代
風
俗
制
度
史
前
編
』『
漢
魏
六
朝
賦
選
』『
北
平
建
置

談
荟
』『
北
平
史
表
長
編
』『
同
光
間
燕
都
掌
故
輯
略
』『
中
国
社
会
史
料
叢
鈔
』『
方

志
考
稿
甲
集
』『
長
沙
瞿
氏
叢
刊
』『
補
書
堂
討
録
』
等
が
あ
る
。

（
5
）		

李
文
忠
（
一
三
三
九
─
八
四
）
泗
州
盱
眙
の
人
、
明
太
祖
朱
元
璋
の
甥
で
、
一
九

才
よ
り
軍
隊
を
率
い
て
戦
闘
に
参
加
し
、
戦
功
を
重
ね
、
朱
元
璋
の
主
要
な
優
れ
た

将
軍
の
一
人
で
あ
っ
た
。
没
後
、
岐
陽
王
に
封
じ
ら
れ
、
武
靖
と
い
う
謚
を
賜
っ
た
。

太
廟
・
肖
像
功
臣
廟
に
祀
ら
れ
、
と
も
に
第
三
位
に
配
さ
れ
る
。

（
6
）		

徐
世
昌
（
一
八
五
五
─
一
九
三
九
）
清
末
の
挙
人
で
進
士
合
格
し
た
。
袁
世
凱
が

小
站
で
軍
隊
を
創
設
し
た
と
き
よ
り
そ
の
策
士
と
な
り
、
盟
友
で
も
あ
っ
た
。
一
人

は
文
、
一
人
は
武
で
、
互
い
に
志
を
同
じ
く
し
て
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年

に
軍
機
大
臣
に
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
一
〇
月
安
徽
派
に
よ
っ
て
操
ら
れ
た
安
福
国

会
で
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
が
、
一
九
二
二
年
、
第
一
次
直
奉
戦
争
後
に
天
津
に
帰
っ

た
。
晚
年
、
元
部
下
や
友
人
の
力
を
借
り
て
二
〇
余
種
の
著
述
を
完
成
し
た
。

（
7
）		

岐
陽
王
李
文
忠
お
よ
び
そ
の
末
裔
と
『
平
番
得
勝
図
卷
』
と
の
関
係
を
示
唆
す
る

の
は
、『
明
史
・
列
伝
第
十
四
』
に
あ
る
下
記
の
記
述
の
み
で
あ
る
。「
明
洪
武
十
二

年
（
一
三
七
九
）
洮
州
の
十
八
番
族
が
反
乱
を
起
こ
し
た
。李
文
忠
と
西
平
侯
沐
英
は
、

と
も
に
こ
れ
を
平
定
し
、
東
籠
山
南
川
に
城
を
築
き
、
洮
州
衛
を
設
け
た
」。

（
8
）		

秦
「
秦
詔
陶
量
」、
高
九
・
二
cm
、
一
九
六
三
年
鄒
城
紀
王
城
遺
跡
出
土
、
山
東
博

物
館
蔵
。

（
9
）		

春
秋
「
平
鐘
」、
高
二
六
・
九
cm
、
一
九
七
五
年
呂
南
大
店
春
秋
墓
出
土
、
山
東
博

物
館
蔵
。

（
10
）		

（
漢
）
王
逸
「
魯
霊
光
殿
賦
」。

（
11
）		

（
唐
）
張
彦
遠
「
歴
代
名
画
記
」。

（
12
）		

（
清
）
方
薰
「
山
静
居
論
画
」。

（
13
）		

二
〇
〇
五
年
山
東
長
清
漢
墓
出
土
、
五
四
cm
×
二
四
五
cm
、
山
東
博
物
館
蔵
。

（
14
）		

一
九
五
六
年
山
東
肥
城
栾
城
出
土
、
七
八
cm
×
一
四
九
cm
、
山
東
博
物
館
蔵
。

（
15
）		
一
九
三
一
年
朝
鮮
平
壤
出
土
、
朝
鮮
平
壤
博
物
館
蔵
。『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
篇

一
、
一
〇
三
頁
。

（
16
）		

一
九
六
六
年
山
西
大
同
石
家
寨
司
馬
金
龍
墓
出
土
、
山
西
省
博
物
院
、
大
同
市
博

物
館
分
蔵
。『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
篇
一
、
一
五
三
─
一
六
三
頁
。

（
17
）		

一
九
八
一
年
寧
夏
固
原
西
郊
出
土
、
寧
夏
固
原
博
物
館
蔵
。『
中
国
美
術
全
集
』
絵

画
篇
一
、
一
六
四
─
一
六
五
頁
。
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（
18
）		
一
九
三
二
年
こ
ろ
河
南
洛
陽
出
土
、
米
国
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ス
美
術
館
蔵
。

《
中
国
美
術
全
集
》
絵
画
篇
一
、
一
六
八
頁
。

（
19
）		
一
九
六
〇
年
南
京
西
善
橋
出
土
、
南
京
博
物
院
蔵
。『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
篇
一
、

一
四
四
頁
。

（
20
）		

大
英
博
物
館
蔵
。『
中
国
美
術
全
集
』
絵
画
篇
一
、
一
二
〇
頁
。

（
21
）		

羅
汝
敬
（
一
三
七
二
─
一
四
三
九
） 

名
は
簡
、
字
も
簡
で
通
用
。
江
西
省
吉
水
県

盤
谷
鎮
の
出
身
。
明
代
初
期
朝
廷
の
重
臣
羅
複
仁
の
孫
で
、
一
四
〇
四
年
に
進
士
と

な
り
、
庶
吉
士
・
翰
林
侍
講
・
監
察
御
史
・
工
部
右
侍
郎
な
ど
を
歴
任
し
た
。

（
22
）		

王
瓊
（
一
四
五
九
─
一
五
三
二
）
明
朝
の
軍
事
に
関
わ
っ
た
人
物
。
成
化
・
弘
治
・

正
徳
・
嘉
靖
の
四
代
皇
帝
の
下
で
、
工
部
主
事
と
い
う
六
品
官
よ
り
、
戸
部
・
兵
部
・

吏
部
尚
書
と
い
う
一
品
官
ま
で
昇
進
し
た
。
そ
の
一
生
に
三
つ
の
大
き
な
仕
事
を
成

し
遂
げ
た
こ
と
で
讃
え
ら
れ
る
。
一
は
漕
河
の
治
水
、
二
は
宸
濠
の
叛
乱
の
平
定
、

三
は
西
北
に
お
け
る
辺
境
警
備
の
総
指
揮
者
を
勤
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

于
謙
・
張
居
正
と
と
も
に
明
代
の
三
重
臣
と
称
さ
れ
る
。

（
23
）		

劉
希
稷
、
本
籍
は
江
蘇
省
常
州
。
正
徳
辛
巳
の
進
士
。
戸
部
主
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

の
ち
に
任
官
中
に
死
亡
し
た
。

（
24
）		

北
京
図
書
館
古
籍
出
版
編
集
部
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
一
一 

史
部
・
雑
史

類 

建
文
朝
野
匯
編
・
建
文
書
法
擬
・
名
臣
寧
攘
要
編
・
夷
俗
記
・
遼
事
述
』
書
目
文

献
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
25
）		

『
固
原
州
志
』
巻
三
「
東
岳
廟
は
城
の
東
か
ら
三
里
ぐ
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
」。

（
26
）		

前
掲
劉
伯
燮
『
平
番
紀
事
』。
以
下
出
典
を
明
記
し
な
い
と
こ
ろ
は
す
べ
て
こ
れ
に

よ
る
。

（
27
）		

『
鞏
昌
府
志
』
巻
二
二
。

（
28
）		

張
彦
遠
「
歴
代
名
画
記
」

（
29
）		

（
晋
）
陸
機
「
士
衡
論
画
」

�

（
翻
訳
：
黄
栄
光
）

本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ
「
ロ
シ
ア
・
中
国
を
中
心
と
す
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
分
析
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号23242039

、
研
究
代
表
者
：
保
谷　

徹
）
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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